
PRELIMINARY
PSoC® 6 MCU: BLE 接続を備えた

PSoC 63 データシート

プログラマブル システムオンチップ
(PSoC®)

Cypress Semiconductor Corporation  • 198 Champion Court  • San Jose, CA 95134-1709  •408-943-2600
文書番号 : 002-20406 Rev. *B  改訂日 2018 年 7 月 13 日

概要
PSoC® は、 Arm® Cortex™ CPU ( シングルおよびマルチコア ) を内蔵したプログラマブル組込みシステム コン ト ローラー ファ ミ
リ用の、拡張可能かつ再構成可能なプラッ ト フォーム アーキテクチャです。超低消費電力 40nm プラッ ト フォームに基づいて設計
される PSoC 63 デバイス ファ ミ リは、 デュアル コア マイクロコン ト ローラーおよび低消費電力フラッシュ技術とデジタル プロ
グラマブル ロジック、 高性能アナログ - デジタルおよびデジタル - アナログ変換器、 低消費電力コンパレータ、 標準通信およびタ
イ ミング ペリフェラルの組合せです。 PSoC 63 ファ ミ リは、 BLE 5.0 準拠のワイヤレス接続を提供します。

特徴

32 ビッ ト  デュアル コア CPU サブシステム
■ シングル サイクルの乗算に対応した 150MHz Arm 

Cortex-M4F CPU ( 浮動小数点およびメモリ保護ユニッ ト )
■ 100MHz Cortex M0+ CPU

■ ユーザー選択可能なコア ロジック動作 (1.1V または 0.9V)
■ ハードウェアでサポート されるプロセッサ間の通信

■ M4 と M0+ CPUのそれぞれに8KBの4ウェイ  セッ ト  アソシア
テ ィブ命令キャッシュ

■ 1.1V コア動作のアクティブ CPU 電力消費スロープ : チップ
電源電圧が 3.3V であり、 内部降圧レギュレータがある場合、
Cortex M4 は 40A/MHz、 Cortex M0+ は 20A/MHz

■ 0.9V コア動作のアクティブ CPU 電力消費スロープ : チップ
電源電圧が 3.3V であり、 内部降圧レギュレータがある場合、
Cortex M4 は 22A/MHz、 Cortex M0+ は 15A/MHz

■ それぞれ 16 チャネルずつの 2 つの DMA コン ト ローラー

フラ ッシュ  メモリ  サブシステム
■ 32KB EEPROM領域と 32KBセキュア フラッシュを含む1MB
アプリケーシ ョ ン フラッシュ

■ 128 ビッ ト幅フラッシュ  アクセスによる消費電力削減

■ フラ ッシュ読み出し中にフラッシュ更新を可能にするフラッ
シュ Read-While-Write (RWW)

■ 保持粒度が選択可能な SRAM
■ 288KB 内蔵 SRAM
■ 32KB 保持境界 (32K ステップで 32K ～ 288K 保持可能 )
■ 検証およびセキュリティのためのワンタイム プログラマブル

(OTP) E-Fuse メモリ

Bluetooth Low Energy (Bluetooth Smart) BT 5.0 サブ
システム
■ 50Ω アンテナ駆動に対応する 2.4GHz RF ト ランシーバ

■ デジタル PHY
■ マスターとスレーブ モードに対応した Link Layer エンジン

■ 最大 4dBm のプログラマブル出力パワー

■ RX 感度 : -95dBm
■ RSSI: 4dB 分解能

■ 5.7mA TX (0dBm) と 6.7mA RX (2Mbps) 電流、3.3V バッテリ
および内部 SIMO 降圧コンバータを備える

■ 4 つの接続を同時にサポートする Link Layer エンジン

■ 2Mbps LE データ速度をサポート

低消費電力 (1.7V ～ 3.6V) 動作
■ 細かい電源管理用のアクテ ィブ、 低消費電力アクテ ィブ、
スリープ、 低消費電力スリープ、 ディープ スリープおよび
ハイバネート  モード

■ 3.3V の外部電源と内部降圧レギュレータで、64K SRAM 保持
のディープ スリープ モード電流は 7A

■ オンチップ Single In Multiple Out (SIMO) DC-DC 降圧コン
バータ、 1A 未満の静止電流

■ 64 バイ ト  メモリ と リアルタイムクロックを備えるバック
アップ ド メ イン

柔軟なクロッキング オプシ ョ ン

■ オンチップ水晶発振器 (4 ～ 33MHz の高速水晶および 32kHz
時計用水晶 )

■ クロック周波数逓倍用の位相ロック  ループ (PLL)

■ 精度が ±1% の 8MHz 内部主発振器 (IMO)

■ 精度が ±10% の超低消費電力の 32kHz 内部低速発振器 (ILO)

■ 精度向上のために 32kHz WCO 入力にロック可能な IMO 

■ IMO 周波数逓倍用の周波数ロック  ループ (FLL)

シリアル通信

■ 9 個の独立した実行時再設定可能なシリアル通信ブロック  
(SCB)。 それぞれ I2C、 SPI または UART と してソフ トウェ
アで設定可能

タイ ミ ングおよびパルス幅変調

■ 32 個の 16 ビッ ト タイマー／カウンター パルス幅変調器
(TCPWM) ブロック

■ 中央揃え、 エッジ、 および疑似ランダム モード

■ キル信号のコンパレータ  ベースのト リガ 

最大 78 個のプログラマブル GPIO 

■ 駆動モード、駆動強度およびスルー レートはプログラム可能

■ 6 本の過電圧耐性 (OVT) ピン

パッケージ
■ PSoC 6とBLE無線を備えた116-BGAと104-MCSPパッケージ

エラッ タ :  シリコン チップ エラッ タに関する情報については、 63 ページの 「エラ ッ タ」 をご参照ください。 詳細には、 ト リガー条件、 影響を受けるデバイス、 およ
び提案する回避策が含まれています。
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オーディオ サブシステム
■ I2S インターフェース。 最大 192ksps ワード  クロック

■ ステレオ デジタル マイク用の 2 本の PDM チャネル

QSPI インターフェース
■ 外部 Quad-SPI フラ ッシュから直接実行 (Execute-In-Place、

XIP)

■ オンザフライの暗号化と復号化

■ 低い消費電力でXIP性能を向上させる4KBのQSPIキャッシュ

■ 1、 2、 4 およびデュアル - クアッ ド  インターフェースに対応

プログラマブル アナログ
■ 差動とシングルエンド  モードおよび信号加算平均に対応し
たチャネル シーケンサを備えた 12 ビッ トの1Msps SAR ADC

■ セト リング時間が5µs未満の1個の12ビッ ト電圧モード DAC
■ 低消費電力動作モードの 2 個のオペアンプ

■ ディープ スリープ モードおよびハイバネート  モードで動作
する 2 個の低消費電力コンパレータ

■ ADC に接続される内蔵の温度センサー

プログラマブル デジタル
■ 12 個のプログラマブル ロジック  ブロック、それぞれに 8 つの
マクロセルと 1 つの 8 ビッ ト  データ  パス ( ユニバーサル 
デジタル ブロック  (UDB) と呼ばれる )

■ ド ラ ッグ アンド  ドロップ ブール プリ ミテ ィブ ( ゲート、
レジスタ )、 または Verilog プログラマブル ブロックと して
使用可能

■ サイプレス提供のペリフェラル コンポーネン ト  ライブラリ
で UDB を使用し、通信ペリフェラル (LIN、UART、SPI、 I2C、
S/PDIF や他のプロ ト コル )、 波形ジェネレータ、 疑似ランダ
ム シーケンス (PRS) などの機能が実装可能

■ GPIO ピンを入出力とする信号に対するブール演算を可能に
する Smart I/O ( プログラマブル I/O) ブロック

■ ディープ スリープ中に利用可能な、 Smart_IO ブロックを
備えた 2 つのポート

静電容量センシング 
■ クラス最高の SNR、耐水性および近接センシングを提供する
サイプレスの静電容量シグマ - デルタ  (CSD)

■ 自己容量と相互容量の両方を動的に使用する相互静電容量
センシング ( サイプレス CSX)

■ 非常に低い電流によるウェイク  オン タ ッチ

■ 静電容量センシングの設計を迅速かつ容易にするサイプレス
提供のソフ トウェア コンポーネン ト

■ 自動のハードウェア チューニング (SmartSense™)

エネルギー プロファイラー
■ 異なる電力モードに費やした時間の履歴を提供するブロック

■ 消費エネルギーの監視および最適化用にソフ トウェア 
エネルギー プロファイリングが可能

PSoC Creator 設計環境
■ 回路図設計の入力とアナログとデジタルの自動配線によるビ
ルド、 およびコード開発とデバッグを提供する統合開発環境

■ すべての固定機能とプログラマブル ペリフェラル向けの
アプリケーシ ョ ン プログラ ミング インターフェース (API
コンポーネン ト ) 

■ アプリケーシ ョ ン レベル関数の呼び出しおよびプロファイ
ルを備えた Bluetooth Smart コンポーネン ト  (BLE4.2 準拠
プロ ト コル スタ ック )

業界標準ツールとの互換性
■ 回路図の入力後、開発は Arm ベースの業界標準開発ツールで
行う ことが可能

■ PSoC Creator で設定してから、コード開発とデバッグのため
に Arm ／ Keil または IAR IDE へエクスポート

■ 業界標準の Arm ト レース エミ ュレーシ ョ ン ト レース 
モジュールに対応

プラッ ト フォーム アーキテクチャに組み込まれたセキュ
リテ ィ

■ ROM ベースの信頼のルートに基づく多面的なセキュア 
アーキテクチャ

■ システム保護属性が確立するまで、セキュア ブートは割込み
不可

■ ハードウェア ハッシュを使用したブート時認証

■ 実行イメージの段階的な認証 

■ 保護されたルーチンのために実行専用モードでのコードの
セキュア実行

■ すべてのデバッグとテスト  イングレス パスは無効にできる

暗号化アクセラレータ

■ 対称および非対称暗号メソッ ド  (AES、 3DES、 RSA、 ECC)
およびハッシュ関数 (SHA-512、SHA-256) のハードウェア ア
クセラレーシ ョ ン

■ 真の乱数生成器 (TRNG) 機能
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詳細情報

サイプレスは、 www.cypress.com に大量のデータを掲載しており、 ユーザーがデザインに適切な PSoC デバイスを選択し、 迅速
かつ効率的にデザインに統合する手助けをしています。 以下は PSoC 6 MCU のリソースの要約です。

■ 概要 : PSoC ポート フォリオ、 PSoC ロードマップ

■ 製品セレクタ : PSoC 6 MCU ページ

■ アプリケーシ ョ ン ノート  : 基本レベルから上級レベルまでの
幅広いトピックを提供します。
❐ AN210781: Getting Started with PSoC 6 MCU BLE
❐ AN218241: PSoC 6 MCU Hardware Design Considerations
❐ AN213924: PSoC 6 MCU Bootloader Guide
❐ AN215656: PSoC 6 MCU Dual-Core CPU System Design
❐ AN219434: Importing PSoC Creator Code into an IDE
❐ AN219528: PSoC 6 MCU Power Reduction Techniques
❐ AN221111: PSoC 6 MCU: Creating a Secure System

■ サンプル コード : 様々な製品機能と用途のために PSoC
Creator サンプル プロジェク ト を提供します。

■ テクニカル リファレンス マニュアル (TRM): PSoC 6 MCU
アーキテクチャとレジスタの詳細な説明をします。

■ 開発ツール

❐ CY8CKIT-062-Wi-Fi-/BT: WiFi および Bluetooth 接続を
備えた PSoC 62 シリーズ MCU に対応します。

❐ CY8CKIT-062-BLE: Bluetooth Low-Energy (BLE) を備えた
PSoC 63 シリーズ MCU に対応します。

■ トレーニング ビデオ: PSoC Creatorに関する幅広いビデオ トレー
ニング リソースはwww.cypress.com/training をご覧ください。

PSoC Creator

PSoC Creator は無料で利用できる Windows ベースの統合設計環境 (IDE) です。 このツールにより、 お客様は PSoC 6 MCU の
ハードウェアとファームウェア システムを同時に設計できます。 PSoC Creator を使用すれば、 以下のことができます。

1. 200 以上のコンポーネン ト を含むライブラリを利用

2. コンポーネン ト をド ラッグ アンド  ドロップして、 メイン 
デザイン ワークスペースでハードウェア システム デザイン
を構築

3. コンポーネン ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン ツールおよびコン
ポーネン ト  データシート を使ってコンポーネン ト を設定

4. PSoC Creator IDE においてアプリケーシ ョ ン ファーム
ウェアとハードウェアを相互設計

5. PSoC 6 Pioneer Kit を使用しご自身のソリューシ ョ ンをプロ
ト タイプ設計。 設計変更が必要な場合、 PSoC Creator およ
びそのコンポーネン トにより、 ハードウェア リビジ ョ ンを
必要とせずその場で変更を行う ことができる

図 1.  PSoC Creator の回路図入力およびコンポーネン ト
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ブロックおよび機能

PSoC 63 のブロック図を図 2 に示します。 主なサブシステムは、 CPU サブシステム、 BLE サブシステム、 システム リソース、 ペ
リフェラル ブロックおよび I/O の 5 つのサブシステムです。

図 2.  ブロック図

図 2 はチップのサブシステム、 およびそれらの相互接続の非常に簡略化した図を示しています ( 実際には多層 AHB が使用されて
います )。 カラーコーディングは、 特定のブロックがまだ機能できる最低消費電力モードを示します ( たとえば、 LP コンパレータ
はディープ スリープ モードで機能します )。

PSoC 63 デバイスは、ハードウェアとファームウェアの両方についてプログラ ミング、 テスト、 デバッグおよびト レースの幅広い
サポートを備えています。

デバッグオンチップ (DoC) 機能により、 標準の量産デバイスを使用した最終システムでデバイスの完全なデバッグ処理が可能に
なります。 専用のインターフェースやデバッギング ポッ ド、 シミ ュレータ、 エミ ュレータは不要です。 デバッグをサポートする
ために必要なものは、 通常のプログラ ミングに使う接続だけです。

PSoC Creator 統合開発環境 (IDE) は、 PSoC 63 デバイス用の完全に統合されたプログラ ミングとデバッグのサポート を提供しま
す。 SWJ (SWD および JTAG) インターフェースは、業界標準のサードパーティ製プローブと完全互換です。 PSoC 63 ファ ミ リは、
デバッグ機能を無効にすることができ、非常に堅牢なフラッシュ保護に対応し、 カスタマ独自の機能がオンチップ プログラマブル
ブロックに実装できるようにするため、 非常に高いセキュリテ ィ  レベルを提供します。

デバッグ回路はデフォルトで有効にされており、 ファームウェアでのみ無効にすることができます。 有効にされていない場合、
再度有効にする唯一の方法は、 デバイス全体を消去しフラッシュ保護をクリアしてデバッグ処理を有効にする新しいファーム
ウェアでデバイスをプログラムし直すことです。 

さらに、 悪意を持ってデバイスを再プログラムすることに起因するフ ィ ッシング攻撃、 またはフラッシュ  プログラ ミング シーケ
ンスを開始して割り込むことでセキュリテ ィ  システムを突破しよう という意図が懸念されるアプリケーシ ョ ンに対して、すべての
デバイス インターフェースを恒久的に無効にすることが可能です。 デバイスの最高レベルのセキュリテ ィが有効になっている
場合、 すべてのプログラ ミング、 デバッグおよびテスト  インターフェースは無効にされます。 セキュリテ ィ  レベルは、 ト レード
オフの関係で利用できます。
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機能の説明

CPU およびメモリ  サブシステム

CPU

PSoC 63 の CPU サブシステムは、2 つの Arm Cortex コアとそ
の関連バスと メモリで構成されています。 浮動小数点ユニッ ト
およびメモリ保護ユニッ ト  (FPU および MPU) を備えた M4 お
よび MPU を備えた M0+ です。 Cortex M4 と M0+ には、 8KB
の 4 ウェイ  セッ ト  アソシアテ ィブ命令キャッシュ  (I-Cache) が
あります。 このサブシステムには、 それぞれ 32 チャネルの独
立 DMA コン ト ローラー、 暗号アクセラレータブロック、 1MB
のオンチップフラッシュ、 288KB の SRAM、 および 128KB の
ROM も含まれています。 Cortex M0+ は、 セキュアで割込み不
可能なブート機能を提供します。 これにより、 ブート後にシス
テムの整合性は保護され、 特権は適用されます。 共有リソース
は通常の Arm マルチレイヤ バス アービ ト レーシ ョ ンにてアク
セスでき、排他アクセスはハードウェア セマフォおよび保護を
実装するプロセッサ間通信 (IPC) スキームによってサポート さ
れます。チップ電源電圧が 3.3V であり  ( 内部降圧レギュレータ
が有効 )、 内部電源が 0.9V の場合、 Cortex M4 と Cortex M0+
のアクティブ時消費電力はそれぞれ26A/MHz と 17A/MHz で
す。

DMA コン ト ローラー

それぞれ 16 チャネルの DMA コン ト ローラーが 2 つあります。
これらは、AHB マルチレイヤバスを使用して、ペリフェラルへ
の独立したアクセスをサポート します。

フラッシュ

PSoC 63 は 1MB のフラッシュモジュール、 長時間の保持のた
めに EEPROM エミ ュレーシ ョ ンに使用できる追加の 32K のフ
ラッシュ メモリ、 および安全にロックでき、 変更できない ( ワ
ンタイムプログラマブル ) キーロックのみによりアクセスでき
る別個の32KBのフラッシュブロックを搭載します。フラッシュ
ブロックは、CPU がアクテ ィブである間にフラッシュ更新が実
行できるように、 RWW (Read-While-Write) 動作をサポート し
ます。

保持粒度 (Retention Granularity) が 32KB の SRAM

完全に保持されるか、 またはユーザー指定の 32KB ブロック単
位で保持できる 288 KB の SRAM メモリがあります。 

SROM

ブー ト およびコンフ ィ ギュレーシ ョ ン ルーチンを含む監視
128KB ROM も提供されます。 この ROM は、 ユーザー フラッ
シュの認証が必要な場合にセキュア ブートを保証します。

ワンタイム プログラマブル (OTP) eFuse

1024 ビッ トの OTP メモリは、 チップごとに一意で変更不可能
な識別子を提供できます。 この変更不可能なキーは、 セキュア
フラッシュにアクセスするために使用されます。

システム リソース

電源システム

電源システムは各モードに応じた電圧レベルを保証します。 こ
れを実現するために、 機能の正常な動作に必要な電圧レベルを
達成するまでモードへの移行を遅延させる ( 例えば、 パワーオ
ン リセッ ト  (POR) の時 )、または電源が指定されたレベルを下
回った場合にリセッ ト を発生させます ( 電圧低下検出 (BOD))。
このデザインは、電源電圧が規定されたレベル ( 例えば、 1.7V)
を下回ってからリセッ トが発生するまで安全なチップ動作を保
証します。 電圧シーケンスの要件はありません。 VDD コア ロ
ジック電源 (1.7 ～ 3.6V) は、1.1V または 0.9V のコア ロジック
電源を生成するチップ搭載降圧レギュレータに供給します。 動
作周波数に応じて、降圧コンバータの静止電流は 1μA 未満にな
ります。 バックアップと呼ばれる個別の電源ド メインは備えら
れています。 しかし、 それは電源モードではありません。 この
ド メ インは VBACKUP ド メ イ ンから電力供給され、 32kHz
WCO、 RTC およびバックアップ レジスタを含みます。 バック
アップ ド メインと して使用されない場合、 VDD に接続されま
す。 ポート 0 はこの電源から供給されます。 ポート 0 のピン 5
(P0.5) は PMIC ウェイクアップ出力として設定できます (RTC
によりクロック供給 )。 デフォルトで、 P0.5 は抵抗プルアップ
モードに駆動されます。

クロック  システム

PSoC 63 のクロック  システムは、 クロックを必要とするすべ
てのサブシステムにクロックを供給し、 グリ ッチなしに異なる
クロッ ク  ソース間で切り替えるこ とを担当します。 また、 ク
ロッ ク  システムはメ タステーブル状態が発生しないように保
証します。 

PSoC 63 のクロック  システムは、内蔵主発振器 (IMO)、内蔵低
速発振器 (ILO)、水晶発振器 (ECO および WCO)、 PLL、 FLL お
よび外部クロック用の予備ピンから構成されます。 PLL はスペ
ク ト ラム拡散動作をサポート します。 FLL は、 PLL ロック  イベ
ン ト  ( 最大 50s かかる ) を待つことな く、高速クロックで高速
ウェイクアップを実現します。クロックはバッファ リングされ、
Smart I/O ポートのピンに引き出されます。

32kHz 発振器は、 より高精度のクロックを使用して 2ppm 以内
に調整可能です。 ECO は ±20ppm の精度を提供し、 外部水晶
を使用します。 

IMO クロック  ソース

IMO は、PSoC 63 の内部クロックの第一供給源です。仕様の精
度を達成するために出荷試験中に調整されます。 デフォルト
IMO 周波数は 8MHz です。 IMO の許容誤差は ±1% で、 その電
流消費は 10μA 未満です。 より高い精度を得るために、 IMO を
よ り正確なクロ ッ ク  ソースにロ ッ クする こ とができます。
32kHz WCO にロックすると、 0.25% の精度が得られます。

ILO クロック  ソース

ILO は超低消費電力発振器 ( 公称 32kHz) であり、 ディープ ス
リープ モードでペリ フ ェ ラルの動作用にクロッ クを生成する
ために使用されることがあります。 ILO 駆動のカウンターは、
精度を改善するために IMO に対して校正することができます。
サイプレスは、校正を実行するソフ トウェア コンポーネン ト を
提供しています。
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ウォッチド ッグ タイマー

ウォッチド ッグ タイマーは、ILO または WCO をクロック  ソー
スとして動作するクロック  ブロックに実装されます。これによ
り、 ウォッチド ッグがディープ スリープ モードでも動作でき、
タイムアウトが発生する前にウォッチド ッグが処理されなかっ
た場合にリセッ トが生成されます。ウォッチド ッグ リセッ トは
リセッ ト原因レジスタに記録されます。 

クロック分周器

ペリ フ ェ ラルの使用と タ イ ミ ングの目的で、 整数と分数のク
ロック分周器が用意されています。 クロック分周器は、 非常に
細かいクロック制御を可能にするために、 長さが 16 および 24
ビッ トです。

リセッ ト

PSoC 63 は、 ソフ トウェア リセッ ト を含む様々なソースから
リセッ トできます。 リセッ ト  イベン トは非同期であり、デバイ
スを既知の状態に復帰させることが保証されています。 リセッ
トの原因は、 リセッ ト中にも保持され、 ソフ トウェアがリセッ
トの原因を判断できるようにレジスタに記録されます。 電源投
入または再設定中にコンフ ィギュレーシ ョ ンおよび複数のピン
機能に伴う複雑さを避けるために、 XRES ピンが外部リセッ ト
用に確保されています。 

BLE 無線およびサブシステム

PSoC 63 は、 物理層 (PHY) エンジンと Link Layer (LL) エンジ
ンを含む Bluetooth Smart サブシステムおよび組み込みセキュ
リテ ィ  エンジンを内蔵しています。物理層は、Bluetooth Smart
Bluetooth 仕様 5.0 に準拠している 2.4GHz ISM バンドを介して
2Mbps で GFSK パケッ ト を送受信するデジタル PHY と RF ト
ランシーバーから成ります。 ベースバンド  コン ト ローラーは、
マスターとスレーブ モードの両方に対応する複合ハードウェ
アとファームウェア実装です。 HCI やリンク制御などの重要な
プロ ト コル要素はフ ァームウェアに実装されます。 暗号化、
CRC、 データ  ホワイ トニング、 アクセス コード相関などのタ
イム クリテ ィ カルな機能ブロックはハードウェア (LL エンジン
内 ) に実装されます。 

RF ト ランシーバーは、 マッチング／フ ィルタ リング ネッ ト
ワークを介して 50Ω アンテナを駆動するシングルエンド RF
ポートピンを提供する集積バランを備えています。 受信ではこ
のブロックで GFSK 復調を行って、 アンテナからの RF 信号を
デジタル ビッ ト  スト リームに変換します。送信ではこのブロッ
クで GFSK 変調を行った後、デジタル ベースバンド信号を無線
周波数に変換しアンテナから送信します。

BLESS の主な特長は以下の通りです :

■ 論理リンク制御と適応プロ ト コル (L2CAP)、 属性プロ ト コル
(ATT)、セキュリテ ィ  マネージャ  (SM) プロ ト コルに対応する
マスターとスレーブ シングルモード  プロ ト コル スタ ック

■ 一般属性プロファイル (GATT)、 一般アクセス プロファイル
(GAP) および L2CAP への API アクセス

■ L2CAP 接続向けチャネル (Bluetooth 4.1 の機能 )

■ GAP 機能

❐ ブロードキャスター、 オブザーバー、 ペリフェラル、
セン ト ラルの役割

❐ セキュリテ ィ  モード 1: レベル 1、 2、 3

❐ ユーザー定義の通知データ
❐ 複数の接続に対応

■ GATT 機能

❐ GATT クライアン ト とサーバー
❐ GATT サブプロシージャに対応
❐ 32 ビッ ト  ユニバーサル一意識別子 (UUID) 

(Bluetooth 4.1 機能 )

■ セキュリテ ィ  マネージャ  (SM)
❐ ペアリング方式 : Just works、 Passkey Entry、 Out of Band
❐ LE セキュア コネクシ ョ ン ペアリング モデル
❐ 認証済みの中間者攻撃 (MITM) 保護とデータ署名

■ リンク層 (LL)
❐ マスターとスレーブの役割
❐ 128 ビッ ト AES エンジン
❐ 低デューティ比通知 
❐ LE Ping 

■ SIG が採用したすべての BLE プロファイルに対応

■ Adv (1.28s、31 バイ ト、0dBm) と Con (300ms、0byte、0dBm)
の電力レベルはそれぞれ 42W と 70W です。

アナログ ブロック

12 ビッ ト SAR ADC

12 ビッ トかつ 1Msps の SAR ADC は 18MHz の最大クロック
レートで動作でき、12 ビッ ト変換を行うためにその周波数で少
な く とも 18 クロックを必要とします。 

ユーザー向けにブロック機能を拡張するために、 それにリファ
レンス バッ フ ァを追加し  (±1% まで調整可能 )、 また VDD、
VDD/2、 VREF の 3 つの内部基準電圧オプシ ョ ン ( 定格電圧が
1.024V) および GPIO ピンを介した外部基準電圧を選択できる
ようにします。サンプル ホールド  (S/H) のアパーチャがプログ
ラム可能であるため、SAR 入力を駆動するアンプのセト リング
時間を規定するゲイン帯域幅要件を必要に応じて緩和すること
ができます。適切なリファレンス電圧が使用され、システム ノ
イズ レベルが許す限り、 システム性能は真の 12 ビッ ト精度で
65dB です。 ノ イズの多い条件で性能を改善するために、 内部
リファレンス アンプに外部バイパス コンデンサを (固定したピ
ン位置に ) 用意することができます。 

SAR は 8 入力シーケンサを介して、決められたピンに接続され
ます。 シーケンサは、 スイ ッチング オーバヘッ ドの必要はな
く、選択されたチャネルを自律的に巡回します ( シーケンサ ス
キャン ) ( つまり、合計サンプリング帯域幅は、単一のチャネル
か複数のチャネルであるかにかかわらず 1Msps です )。 シーケ
ンサの切り替えは、ステート  マシンまたはファームウェアによ
る切り替えにより行われます。シーケンサの 1つの機能は、CPU
割込みサービスの要件を軽減するための各チャネルのバッファ
リングです。信号を様々なソース インピーダンスと周波数に適
合させるために、 チャネル毎に異なるサンプリング時間をプロ
グラムすることができます。 また、 数値化された値がプログラ
ムされた範囲を超えた場合、上限と下限のレンジ レジスタによ
り信号範囲を指定することにより、 対応する範囲外の割込みと
して処理されます。 これにより、 シーケンサ スキャンが完了し
た後で CPU が値を読み出し、 ソフ トウェアにより値が範囲内
であるかの確認を待たずに、 範囲外の値を早く検出することが
できます。
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SAR は、校正およびその他の温度に依存する機能のために、内
蔵温度センサーの出力を数値化することができます。SAR は高
速クロック  ( 最大 18MHz) を必要とするため、ディープ スリー
プとハイバネート  モードに対応していません。 SAR 動作範囲
は 1.71V ～ 3.6V です。

温度センサー

PSoC 63 は 1 個の温度センサーを内蔵しています。これは電流
源によってバイアスされたダイオードからなります。 この電流
源は電力を節約するために無効にできます。 温度センサーは
ADC に接続されています。ここで校正と直線化を含むサイプレ
スが提供したソフ トウェアを使用し、 温度センサーの電圧を数
値化し、 温度の値を生成します。

12 ビッ トのデジタル アナログ変換器

チップには、 5s 以内で安定する 12 ビッ ト電圧モードの DAC
が内蔵されています。 DAC はユーザー定義の波形を生成するた
めに DMA コン トローラーによって駆動されます。チップからの
DAC 出力は、 抵抗ラダー出力 ( グランド近傍で高度にリニア )
またはバッファ付き出力のいずれかです。

2 個のオペアンプのある連続時間ブロック  (CTBm)

このブロックは 2 つのオペアンプで構成されます。 それらは入
力と出力が固定ピンに接続され、3 つの電力モード とコンパレー
タ  モードを備えています。 これらのオペアンプの出力は、 SAR
入力のバッファ と して使用できます。 これらのオペアンプの非
反転入力は 2 つのピンのいずれかに接続することができ、 従っ
て、独立したセンサーを異なる時間に使用することができます。
ピンの選択はファームウェアを使って行われます。 オペアンプ
は 4 つの電力レベルのいずれかに設定できます。最低レベルは、
ディープ スリープ モードで低性能連続時間機能を実行できる
ようにディープ スリープ モードでの動作を可能にします。DAC
出力はオペアンプにてバッファ リングすることができます。

低消費電力コンパレータ

PSoC 63 は、 ディープ スリープとハイバネート  モードで動作
できる低消費電力コンパレータの一対を内蔵しています。 これ
により、 ディープ スリープおよびハイバネート  モード中に外
部電圧レベルを監視する能力を維持しながらアナログ システ
ム ブロッ クを無効にすることができます。 コンパレータ出力
は、システム ウェイクアップ回路がコンパレータの切り替えイ
ベン トによりアクテ ィブになる非同期電力モード  ( ハイバネー
ト ) で動作する場合を除き、 準安定状態を避けるため、 通常同
期化されています。

プログラマブル デジタル

Smart I/O 

チップのサブシステムから GPIO ピンへの信号、 またはチップ
に入力される信号に対してブール演算を可能にする 2 つの
Smart I/O ブロックがあります。 動作は同期または非同期であ
り、ブロックはディープ スリープおよびハイバネートなどの低
消費電力モードで動作します。 これにより、 例えば、 より多く
の電力を消費し、 偽のウェイクアップを生成する可能性がある
一般的な I/O 割込みでウェイクアップする代わりに、 CPU が
ウェイクアップすべき論理条件の検出が可能になります。

ユニバーサル デジタル ブロック  (UDB) およびポート  インター
フェース

PSoC 6 A-BLE は 12 個の UDB を内蔵しています。 また UDB
アレイは、 通信と制御用にペリフェラルとポートからの信号を
UDB に、 また UDB を介して送信することを可能にする切り替
えられたデジタル システム相互接続 (DSI) ファブリ ックを提供
しています。 

固定機能デジタル

タイマー／カウンター／ PWM ブロック

タイマー／カウンター／ PWM ブロックは、 ユーザーがプログ
ラム可能な周期長の 32 個のカウンターから構成されます。キャ
プチャ  レジスタは、 I/O イベン トなどのイベン トの時にカウン
ト値を記録します。 周期レジスタは、 カウンターのカウン トが
周期レジスタのカウン トに等し く なる時にカウン ト を停止、 ま
たは自動的にリロード します。 比較レジスタは、 PWM デュー
テ ィ比の出力と して使用される比較値信号を生成します。 ブ
ロックは真出力とコンプリ メンタ リー出力 ( それらの間のオフ
セッ トがプログラム可能 ) も提供しており、 これらをプログラ
ム可能なデッ ドバンド付きコンプリ メンタ リー PWM 出力とし
て使用することを可能にします。 また、 出力を事前に決定され
た状態に移行させるキル (Kill) 入力もあります。 例えば、 モー
ター駆動システムでは、過電流状態となり FET を駆動している
PWMをソフ トウェアの介入なしに直ちに止める必要がある時、
キル入力が使用されます。8 個の 32 ビッ ト  カウンターと 24 個
の 16 ビッ ト  カウンターがあります。

シリアル通信ブロック  (SCB)

PSoC 63は9個のSCB を内蔵しています。それぞれ I2C、UART、
または SPI インターフェースを実装できます。 1 つの SCB は
ディープ スリープで動作し、外部クロックによりクロック供給
されます。 この SCB はスレーブ モードでのみ動作します ( 外
部クロックが必要 )。

I2C モード : ハードウェア I2C ブロックは、 完全なマルチマス
ターとスレーブ インターフ ェースを実装します ( マルチマス
ターのアービ ト レーシ ョ ンが可能 )。 このブロ ッ クは、 最大
1Mbps ( ファースト  モード  プラス ) で動作でき、 CPU 用の割
込みオーバヘッ ド とレイテンシを削減するためにバッファ リン
グ オプシ ョ ンを柔軟に選択できます。 また、 PSoC 63 のメモ
リでメールボックス アドレス範囲を作って、 メモリ  アレイへ
の読み出しと書き込みの I2C 通信を効果的に削減する EzI2C に
も対応しています。更に、ブロックは送受信用に深さ 8 の FIFO
にも対応しています。 これは、CPU がデータを読み出す一定の
時間を増加することで、 時間通りに CPU が読み出すデータが
ないことに起因したクロッ ク  ス ト レッチの必要性を大幅に低
減します。 FIFO モードはすべてのチャネルに対応し、 DMA が
ない場合に非常に有用です。 

I2C ペリフェラルは、 NXP I2C バス仕様とユーザー マニュアル
(UM10204) で定義された通りに I2C 標準モード、 ファース ト
モード、 ファース ト  モード  プラスのデバイスと互換性があり
ます。 I2C バス I/O は、 オープンドレイン モードにある GPIO
を使って実装されます。

UART モード : これは最大 1Mbps で動作するフル機能の UART
です。基本の UART プロ ト コルから少し発展した車載向けシン
グル ワイヤ インターフェース (LIN)、 赤外線インターフェース
(IrDA)、SmartCard (ISO7816) プロ ト コルに対応しています。ま
た、 共通の RX と TX ラインを介して接続したペリフェラルの
アドレス指定を可能にする 9 ビッ ト  マルチプロセッサ モード
に対応しています。パリテ ィ  エラー、 ブレーク検出、 フレーム
エラーなどの一般的な UART 機能がサポート されています。深
さ 8 の FIFO は、 非常に大きい CPU サービス レイテンシを許
容します。 

SPI モード : SPI モードは Motorola SPI、 TI セキュア シンプル
ペアリング (SSP) (SPIコーデックの同期化用の開始パルスを本
質的に追加 )、 National Microwire ( 半二重の SPI) に完全に対応
しています。SPI ブロックは FIFO を使用することができ、デー
タ交換がメ モ リ内のアレイへの読み書きまで簡略化された
EzSPI モードにも対応しています。 SPI インターフ ェースは
48MHz の SPI クロックで動作します。
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USB フルスピード  デュアル ロール ホストおよびデバイス イン
ターフェース

PSoC 6A-BLE-2 には、デュアル ロール USB ホストおよびデバ
イス インターフェースが搭載されます。デバイスは、最大 8 つ
のエンドポイン ト を持つことができます。 512 バイ トの SRAM
バッファが用意され、 DMA がサポート されます。

QSPI インターフェース

80MHz で動作する Quad-SPI (QSPI) インターフェース (1、2 ま
たは 4 ビッ ト幅に選択可能 ) も備えています。また、このブロッ
クでは、 適度な速度で直接実行の動作をサポートするために動
作中の暗号化と復号化も用意されます。 

GPIO 

PSoC 63 は最大 104 の GPIO があります。GPIO ブロックは以
下を実装します :

■ 8 つの駆動強度モード :
❐ アナログ入力モード  ( 入力と出力バッファが無効 )
❐ 入力のみ
❐ 弱プルアップ、 強プルダウン
❐ 強プルアップ、 弱プルダウン
❐ オープン ドレイン、 強プルダウン
❐ オープン ドレイン、 強プルアップ
❐ 強プルアップ、 強プルダウン
❐ 弱プルアップ、 弱プルダウン

■ 入力閾値選択 (CMOS または LVTTL)

■ 前のステート をラッチするためのホールド  モード  ( ディープ
スリープ モード とハイバネート  モードで I/O ステートを維持
するため )

■ EMI を改善するために、dV/dt に起因するノイズを制御するた
めに選択可能なスルー レート

ピンは、 8 ビッ ト幅のポート と呼ばれる論理エンテ ィテ ィに構
成されています。 電源投入とリセッ トの間、 入力に過電流を与
えず、 過剰なターンオン電流を発生させないために、 ブロック
は無効状態にされます。高速 I/O マト リ ックス (HSIOM) と して
知られている多重化ネッ トワークは、 I/O ピンに接続できる複
数の信号間を多重化するのに使用されます。 データ出力とピン
ステート  レジスタは、それぞれピン上で駆動される値とそれら
のピンの状態を格納します。

各 I/O ピンは有効になった場合に割込みを生成でき、各 I/O ポー
ト にはそれに対応する割込み要求 (IRQ) と割込みサービス
ルーチン (ISR) ベクタがあります。 6 つの GPIO ピンは、 入力
電圧が VDD よりも高い過電圧耐性 (OVT) 動作に対応すること
ができます。 これらのピンは、 機能に影響を与えるこ とな く、
動作中の I2C バスへの物理接続を維持しながらチップの電源を
切るために I2C 機能に使用される場合があります。

GPIO ピンは、 16mA またはそれ以上の電流を吸い込むために
連結することができます。GPIO ピンは 3.6V より高く プルアッ
プすることができません。

特殊機能ペリフェラル

CapSense

CapSense は、 アナログ マルチプレクサ バスに接続できる
CapSense シグマ - デルタ  (CSD) ブロックにより、PSoC 63 の
すべてのピンでサポート されています。 どの GPIO ピンもアナ
ログ スイッチを介してこの AMUX バスに接続できます。 従っ
て、 CapSense 機能はソフ トウェアで制御されて、 システム内
のいかなる使用可能なピンやピン グループに提供することが
できます。 使い易さのために、 サイプレスは CapSense ブロッ
クのソフ トウェア コンポーネン ト を提供しています。

シールド電圧は、 耐水機能を実現するために他の多重化バス上
で駆動することができます。 耐水性は、 シールド電極を検知電
極と同位相で駆動して提供されます。 その検知電極はシールド
静電容量が検知された入力を減衰させることを防ぐためのもの
です。 近接センシングも実装することができます。

CapSense ブロックは高性能で、低ノイズのプログラマブル ブ
ロックです ( 感度と柔軟性を向上させるためにリファレンス電
圧と電流源の範囲をプログラム可能 )。 さらに、 外部リファレ
ンス電圧も利用できます。 VDDA およびグランドのセンシング
を代替し、 消費電力関連ノイズをゼロにする全波 CSD モード
があります。

CapSense ブロックは、 2 個の 7 ビッ ト IDAC を備えています。
これらは、 CapSense を使用しない ( 両方の IDAC とも使用可
能 ) 場合、 または CapSense の耐水機能を利用しない場合 ( ど
ちらか一方の IDAC が使用可能 ) 、 一般用途に使用することが
できます。 IDAC の 1 つを使用することにより、 ( 低速の ) 10
ビッ ト  スロープ ADC を実現できます。

このブロックは、スワイプ、タ ップ、タ ッチによるウェイクアッ
プ
 (1.8V で 3μA 未満 )、 相互容量、 および他のタイプなどのセン
シング機能を実装することができます。

オーディオ サブシステム

このサブシステムは、 I2S ブロックと 2 つの PDM チャネルで
構成されています。 PDM チャネルは、 PDM マイクのビッ トス
ト リーム出力とインターフェースします。PDM 処理チャネルは
ドループ補正を提供し、 384kHz ～ 3.072MHz のクロック速度
で動作でき、最大 48ksps のオーディオ サンプリング速度で 16
～ 24 ビッ トのワード長を生成します。 

I2S インターフェースは、最大 192ksps のワード  クロック  レー
ト  (8 ビッ ト～ 32 ビッ トのワード ) でマスター モード とスレー
ブ モードの両方をサポート します。
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ピン配置

表 1.  116-BGA と 104-MCSP パッケージのピン配置

104-MCSP-BLE 116-BGA-BLE 104-MCSP-BLE 116-BGA-BLE

ピン 名称 ピン 名称 ピン 名称 ピン 名称

C7 VCCD A2 VCCD N9 VSSR J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR

C6 VDDD B1 VDDD P9 VDDR2 M1 VDDR2

C9 VBACKUP C1 VBACKUP P6,P7 VSSR J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR

D8 P0.0 C2 P0.0 P8 VDDR3 M2 VDDR3

E6 P0.1 D3 P0.1 P1 VSS J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR

D9 P0.2 E4 P0.2 M5 XI M4 XI

E7 P0.3 E3 P0.3 P5 XO M5 XO

E8 P0.4 F3 P0.4 M3 VSSR J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR

E9 P0.5 D2 P0.5 M4 DVDD M6 DVDD

E5 XRES E2 XRES P1 VSS J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR

F5 P1.0 G3 P1.0 P4 VDCDC M7 VDCDC

F6 P1.1 F2 P1.1 P2 NC

J5 P1.2 P3 VSSR J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR

F9 P1.3 J4 P1.3 L2 VDDR_HVL L7 VDDR_HVL

F8 P1.4 J3 P1.4 J7 P5.0 L6 P5.0

F7 P1.5 J2 P1.5 J5 P5.1 K6 P5.1

G9 VDD_NS H3 VDD_NS J6 P5.2 J6 P5.2

G8 VIND1 F1 VIND1 H7 P5.3 K7 P5.3

H8 VIND2 G1 VIND2 H6 P5.4 J7 P5.4

J8 VBUCK1 G2 VBUCK1 J4 P5.5 L8 P5.5

H9 VRF H1 VRF K3 P5.6 M9 P5.6

L9 VDDR1 L2 VDDR1 K4 P5.7

N9 VSSR J1、 K2、 K3、 K4、
K5、 L1、 L3、 L4、

L5、 M3、 M8

VSSR L2 VDDR_HVL L7 VDDR_HVL

M9 ANT K1 ANT L2 VDDR_HVL L7 VDDR_HVL

M9 ANT K1 ANT J3 P6.0 K8 P6.0

K2 P6.1 J8 P6.1 B2 P10.1 A8 P10.1

M2 P6.2 L9 P6.2 C3 P10.2 F6 P10.2

L1 P6.3 K9 P6.3 E4 P10.3 E6 P10.3

J2 P6.4 J9 P6.4 A2 P10.4 D6 P10.4

K1 P6.5 M10 P6.5 A3 P10.5 B7 P10.5

N2 P6.6 L10 P6.6 D5 P10.6 A7 P10.6

M1 P6.7 K10 P6.7 B3 P10.7
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パッケージ タイプに応じたポートへの電源の対応は次のとおりです。

■ P0: VBACKUP

■ P1: VDDD。 ポート 1 のピンは過電圧耐性 (OVT) です。

■ P5、 P6、 P7、 P8: VDDIO1

■ P9、 P10: VDDA

■ P11、 P12、 P13: VDDIO0

N1 P7.0 J10 P7.0 C4 P11.0 F5 P11.0

G6 P7.1 H10 P7.1 C5 P11.1 E5 P11.1

H4 P7.2 H8 P7.2 D6 P11.2 D5 P11.2

G5 P7.3 H7 P7.3 B10 VREF

H3 P7.4 H6 P7.4 A1 VDDA A9 VDDA

H2 P7.5 G9 P7.5 A1 VDDA A9 VDDA

G3 P7.6 G8 P7.6 C2 P10.0 B8 P10.0

G2 P7.7 G7 P7.7 B4 P11.3 C6 P11.3

D1 VDDIO1 G10 VDDIO1 A4 P11.4 B6 P11.4

G4 P8.0 F10 P8.0 B5 P11.5 A6 P11.5

G1 P8.1 F9 P8.1 A5 P11.6 B5 P11.6

F3 P8.2 F8 P8.2 A6 P11.7 A5 P11.7

F2 P8.3 F7 P8.3 B6 VDDIO0 B3 VDDIO0

F1 P8.4 G6 P8.4 D7、 D4、 F4、 G7 VSS B2、 B9、 H2、
H9、 D1

VSS

E3 P8.5 E9 P8.5 B7 P12.0 A4 P12.0

E1 P8.6 E8 P8.6 A7 P12.1 B4 P12.1

E2 P8.7 E7 P8.7 B8 P12.2 C4 P12.2

A1 VDDA A9 VDDA A8 P12.3 A3 P12.3

D2 P9.0 D10 P9.0 C8 P12.4 C5 P12.4

C1 P9.1 D9 P9.1 D4 P12.5

D3 P9.2 D8 P9.2 G5 P12.6

B1 P9.3 D7 P9.3 H5 P12.7

C10 P9.4 A9 P13.0 H4 P13.0

C9 P9.5 B9 P13.1 G4 P13.1

C8 P9.6 F4 P13.6

C7 P9.7 C3 P13.7

表 1.  116-BGA と 104-MCSP パッケージのピン配置 ( 続き ) 

104-MCSP-BLE 116-BGA-BLE 104-MCSP-BLE 116-BGA-BLE

ピン 名称 ピン 名称 ピン 名称 ピン 名称
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各ポートピンには複数の代替機能があります。 表 2 に示します。 

表 2.  複数の代替機能

ポート／
ピン

ACT #0 ACT #1 DS #2 ACT #4 ACT #5 ACT #6 ACT #7 ACT #8 ACT #9 ACT #10 ACT #12 ACT #13 ACT #14 ACT #15 DS #4 DS #5 DS #6

P0.0 tcpwm[0].l
ine[0]:0

tcpwm[1].line
[0]:0

srss.ext
_clk:0

scb[0].spi
_select1:0

peri.tr_io_i
nput[0]:0

P0.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[0]:0

tcpwm[1].line
_compl[0]:0

scb[0].spi
_select2:0

peri.tr_io_i
nput[1]:0

cpuss.swj_
trstn

P0.2 tcpwm[0].l
ine[1]:0

tcpwm[1].line
[1]:0

scb[0].ua
rt_rx:0

scb[0].i2
c_scl:0

scb[0].spi
_mosi:0

P0.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[1]:0

tcpwm[1].line
_compl[1]:0

scb[0].ua
rt_tx:0

scb[0].i2
c_sda:0

scb[0].spi
_miso:0

P0.4 tcpwm[0].l
ine[2]:0

tcpwm[1].line
[2]:0

scb[0].ua
rt_rts:0

scb[0].spi
_clk:0

peri.tr_io_
output[0]:2

P0.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[2]:0

tcpwm[1].line
_compl[2]:0

srss.ext
_clk:1

scb[0].ua
rt_cts:0

scb[0].spi
_select0:0

peri.tr_io_
output[1]:2

P1.0 tcpwm[0].l
ine[3]:0

tcpwm[1].line
[3]:0

scb[7].ua
rt_rx:0

scb[7].i2
c_scl:0

scb[7].spi
_mosi:0

peri.tr_io_i
nput[2]:0

P1.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[3]:0

tcpwm[1].line
_compl[3]:0

scb[7].ua
rt_tx:0

scb[7].i2
c_sda:0

scb[7].spi
_miso:0

peri.tr_io_i
nput[3]:0

P1.2 tcpwm[0].l
ine[4]:4

tcpwm[1].line
[12]:1

scb[7].ua
rt_rts:0

scb[7].spi
_clk:0

P1.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[4]:4

tcpwm[1].line
_compl[12]:1

scb[7].ua
rt_cts:0

scb[7].spi
_select0:0

P1.4 tcpwm[0].l
ine[5]:4

tcpwm[1].line
[13]:1

scb[7].spi
_select1:0

P1.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[5]:4

tcpwm[1].line
_compl[14]:1

scb[7].spi
_select2:0

P5.0 tcpwm[0].l
ine[4]:0

tcpwm[1].line
[4]:0

scb[5].ua
rt_rx:0

scb[5].i2
c_scl:0

scb[5].spi
_mosi:0

audioss.clk
_i2s_if

peri.tr_io_i
nput[10]:0

P5.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[4]:0

tcpwm[1].line
_compl[4]:0

scb[5].ua
rt_tx:0

scb[5].i2
c_sda:0

scb[5].spi
_miso:0

audioss.tx
_sck

peri.tr_io_i
nput[11]:0

P5.2 tcpwm[0].l
ine[5]:0

tcpwm[1].line
[5]:0

scb[5].ua
rt_rts:0

scb[5].spi
_clk:0

audioss.tx
_ws

P5.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[5]:0

tcpwm[1].line
_compl[5]:0

scb[5].ua
rt_cts:0

scb[5].spi
_select0:0

audioss.tx
_sdo

P5.4 tcpwm[0].l
ine[6]:0

tcpwm[1].line
[6]:0

scb[5].spi
_select1:0

audioss.rx
_sck

P5.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[6]:0

tcpwm[1].line
_compl[6]:0

scb[5].spi
_select2:0

audioss.rx
_ws
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P5.6 tcpwm[0].l
ine[7]:0

tcpwm[1].line
[7]:0

scb[5].spi
_select3:0

audioss.rx
_sdi

P5.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[7]:0

tcpwm[1].line
_compl[7]:0

scb[3].spi
_select3:0

P6.0 tcpwm[0].l
ine[0]:1

tcpwm[1].line
[8]:0

scb[8].i2
c_scl:0

scb[3].ua
rt_rx:0

scb[3].i2
c_scl:0

scb[3].spi
_mosi:0

cpuss.fault
_out[0]

scb[8].spi
_mosi:0

P6.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[0]:1

tcpwm[1].line
_compl[8]:0

scb[8].i2
c_sda:0

scb[3].ua
rt_tx:0

scb[3].i2
c_sda:0

scb[3].spi
_miso:0

cpuss.fault
_out[1]

scb[8].spi
_miso:0

P6.2 tcpwm[0].l
ine[1]:1

tcpwm[1].line
[9]:0

scb[3].ua
rt_rts:0

scb[3].spi
_clk:0

scb[8].spi
_clk:0

P6.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[1]:1

tcpwm[1].line
_compl[9]:0

scb[3].ua
rt_cts:0

scb[3].spi
_select0:0

scb[8].spi
_select0:0

P6.4 tcpwm[0].l
ine[2]:1

tcpwm[1].line
[10]:0

scb[8].i2
c_scl:1

scb[6].ua
rt_rx:2

scb[6].i2
c_scl:2

scb[6].spi
_mosi:2

peri.tr_io_i
nput[12]:0

peri.tr_io_
output[0]:1

cpuss.swj_
swo_tdo

scb[8].spi
_mosi:1

P6.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[2]:1

tcpwm[1].line
_compl[10]:0

scb[8].i2
c_sda:1

scb[6].ua
rt_tx:2

scb[6].i2
c_sda:2

scb[6].spi
_miso:2

peri.tr_io_i
nput[13]:0

peri.tr_io_
output[1]:1

cpuss.swj_
swdoe_tdi

scb[8].spi
_miso:1

P6.6 tcpwm[0].l
ine[3]:1

tcpwm[1].line
[11]:0

scb[6].ua
rt_rts:2

scb[6].spi
_clk:2

cpuss.swj_
swdio_tms

scb[8].spi
_clk:1

P6.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[3]:1

tcpwm[1].line
_compl[11]:0

scb[6].ua
rt_cts:2

scb[6].spi
_select0:2

cpuss.swj_
swclk_tclk

scb[8].spi
_select0:1

P7.0 tcpwm[0].l
ine[4]:1

tcpwm[1].line
[12]:0

scb[4].ua
rt_rx:1

scb[4].i2
c_scl:1

scb[4].spi
_mosi:1

peri.tr_io_i
nput[14]:0

cpuss.trace_-
clock

P7.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[4]:1

tcpwm[1].line
_compl[12]:0

scb[4].ua
rt_tx:1

scb[4].i2
c_sda:1

scb[4].spi
_miso:1

peri.tr_io_i
nput[15]:0

P7.2 tcpwm[0].l
ine[5]:1

tcpwm[1].line
[13]:0

scb[4].ua
rt_rts:1

scb[4].spi
_clk:1

P7.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[5]:1

tcpwm[1].line
_compl[13]:0

scb[4].ua
rt_cts:1

scb[4].spi
_select0:1

P7.4 tcpwm[0].l
ine[6]:1

tcpwm[1].line
[14]:0

scb[4].spi
_select1:1

bless.ext_l-
na_rx_ctl_out

cpuss.trac
e_data[3]:2

P7.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[6]:1

tcpwm[1].line
_compl[14]:0

scb[4].spi
_select2:1

bless.ext_pa_t
x_ctl_out

cpuss.trac
e_data[2]:2

P7.6 tcpwm[0].l
ine[7]:1

tcpwm[1].line
[15]:0

scb[4].spi
_select3:1

bless.ext_pa_l-
na_chip_en_ou

t

cpuss.trac
e_data[1]:2

P7.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[7]:1

tcpwm[1].line
_compl[15]:0

scb[3].spi
_select1:0

cpuss.clk_
fm_pump

cpuss.trac
e_data[0]:2

表 2.  複数の代替機能 ( 続き ) 

ポート／
ピン
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P8.0 tcpwm[0].l
ine[0]:2

tcpwm[1].line
[16]:0

scb[4].ua
rt_rx:0

scb[4].i2
c_scl:0

scb[4].spi
_mosi:0

peri.tr_io_i
nput[16]:0

P8.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[0]:2

tcpwm[1].line
_compl[16]:0

scb[4].ua
rt_tx:0

scb[4].i2
c_sda:0

scb[4].spi
_miso:0

peri.tr_io_i
nput[17]:0

P8.2 tcpwm[0].l
ine[1]:2

tcpwm[1].line
[17]:0

scb[4].ua
rt_rts:0

scb[4].spi
_clk:0

P8.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[1]:2

tcpwm[1].line
_compl[17]:0

scb[4].ua
rt_cts:0

scb[4].spi
_select0:0

P8.4 tcpwm[0].l
ine[2]:2

tcpwm[1].line
[18]:0

scb[4].spi
_select1:0

P8.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[2]:2

tcpwm[1].line
_compl[18]:0

scb[4].spi
_select2:0

P8.6 tcpwm[0].l
ine[3]:2

tcpwm[1].line
[19]:0

scb[4].spi
_select3:0

P8.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[3]:2

tcpwm[1].line
_compl[19]:0

scb[3].spi
_select2:0

P9.0 tcpwm[0].l
ine[4]:2

tcpwm[1].line
[20]:0

scb[2].ua
rt_rx:0

scb[2].i2
c_scl:0

scb[2].spi
_mosi:0

peri.tr_io_i
nput[18]:0

cpuss.trac
e_data[3]:0

P9.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[4]:2

tcpwm[1].line
_compl[20]:0

scb[2].ua
rt_tx:0

scb[2].i2
c_sda:0

scb[2].spi
_miso:0

peri.tr_io_i
nput[19]:0

cpuss.trac
e_data[2]:0

P9.2 tcpwm[0].l
ine[5]:2

tcpwm[1].line
[21]:0

scb[2].ua
rt_rts:0

scb[2].spi
_clk:0

pass.dsi_ct
b_cmp0:1

cpuss.trac
e_data[1]:0

P9.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[5]:2

tcpwm[1].line
_compl[21]:0

scb[2].ua
rt_cts:0

scb[2].spi
_select0:0

pass.dsi_ct
b_cmp1:1

cpuss.trac
e_data[0]:0

P9.4 tcpwm[0].l
ine[7]:5

tcpwm[1].line
[0]:2

scb[2].spi
_select1:0

P9.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[7]:5

tcpwm[1].line
_compl[0]:2

scb[2].spi
_select2:0

P9.6 tcpwm[0].l
ine[0]:6

tcpwm[1].line
[1]:2

scb[2].spi
_select3:0

P9.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[0]:6

tcpwm[1].line
_compl[1]:2

P10.0 tcpwm[0].l
ine[6]:2

tcpwm[1].line
[22]:0

scb[1].ua
rt_rx:1

scb[1].i2
c_scl:1

scb[1].spi
_mosi:1

peri.tr_io_i
nput[20]:0

cpuss.trac
e_data[3]:1

P10.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[6]:2

tcpwm[1].line
_compl[22]:0

scb[1].ua
rt_tx:1

scb[1].i2
c_sda:1

scb[1].spi
_miso:1

peri.tr_io_i
nput[21]:0

cpuss.trac
e_data[2]:1

表 2.  複数の代替機能 ( 続き ) 

ポート／
ピン
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P10.2 tcpwm[0].l
ine[7]:2

tcpwm[1].line
[23]:0

scb[1].ua
rt_rts:1

scb[1].spi
_clk:1

cpuss.trac
e_data[1]:1

P10.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[7]:2

tcpwm[1].line
_compl[23]:0

scb[1].ua
rt_cts:1

scb[1].spi
_select0:1

cpuss.trac
e_data[0]:1

P10.4 tcpwm[0].l
ine[0]:3

tcpwm[1].line
[0]:1

scb[1].spi
_select1:1

audioss.p
dm_clk

P10.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[0]:3

tcpwm[1].line
_compl[0]:1

scb[1].spi
_select2:1

audioss.p
dm_data

P10.6 tcpwm[0].l
ine[1]:6

tcpwm[1].line
[2]:2

scb[1].spi
_select3:1

P10.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[1]:6

tcpwm[1].line
_compl[2]:2

P11.0 tcpwm[0].l
ine[1]:3

tcpwm[1].line
[1]:1

smif.spi_
select2

scb[5].ua
rt_rx:1

scb[5].i2
c_scl:1

scb[5].spi
_mosi:1

peri.tr_io_i
nput[22]:0

P11.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[1]:3

tcpwm[1].line
_compl[1]:1

smif.spi_
select1

scb[5].ua
rt_tx:1

scb[5].i2
c_sda:1

scb[5].spi
_miso:1

peri.tr_io_i
nput[23]:0

P11.2 tcpwm[0].l
ine[2]:3

tcpwm[1].line
[2]:1

smif.spi_
select0

scb[5].ua
rt_rts:1

scb[5].spi
_clk:1

P11.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[2]:3

tcpwm[1].line
_compl[2]:1

smif.spi_
data3

scb[5].ua
rt_cts:1

scb[5].spi
_select0:1

peri.tr_io_
output[0]:0

P11.4 tcpwm[0].l
ine[3]:3

tcpwm[1].line
[3]:1

smif.spi_
data2

scb[5].spi
_select1:1

peri.tr_io_
output[1]:0

P11.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[3]:3

tcpwm[1].line
_compl[3]:1

smif.spi_
data1

scb[5].spi
_select2:1

P11.6 smif.spi_
data0

scb[5].spi
_select3:1

P11.7 smif.spi_
clk

P12.0 tcpwm[0].l
ine[4]:3

tcpwm[1].line
[4]:1

smif.spi_
data4

scb[6].ua
rt_rx:0

scb[6].i2
c_scl:0

scb[6].spi
_mosi:0

peri.tr_io_i
nput[24]:0

P12.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[4]:3

tcpwm[1].line
_compl[4]:1

smif.spi_
data5

scb[6].ua
rt_tx:0

scb[6].i2
c_sda:0

scb[6].spi
_miso:0

peri.tr_io_i
nput[25]:0

P12.2 tcpwm[0].l
ine[5]:3

tcpwm[1].line
[5]:1

smif.spi_
data6

scb[6].ua
rt_rts:0

scb[6].spi
_clk:0

P12.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[5]:3

tcpwm[1].line
_compl[5]:1

smif.spi_
data7

scb[6].ua
rt_cts:0

scb[6].spi
_select0:0

P12.4 tcpwm[0].l
ine[6]:3

tcpwm[1].line
[6]:1

smif.spi_
select3

scb[6].spi
_select1:0

audioss.p
dm_clk

表 2.  複数の代替機能 ( 続き ) 
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P12.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[6]:3

tcpwm[1].line
_compl[6]:1

scb[6].spi
_select2:0

audioss.p
dm_data

P12.6 tcpwm[0].l
ine[7]:3

tcpwm[1].line
[7]:1

scb[6].spi
_select3:0

P12.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[7]:3

tcpwm[1].line
_compl[7]:1

P13.0 tcpwm[0].l
ine[0]:4

tcpwm[1].line
[8]:1

scb[6].ua
rt_rx:1

scb[6].i2
c_scl:1

scb[6].spi
_mosi:1

peri.tr_io_i
nput[26]:0

P13.1
tcpwm[0].l
ine_comp

l[0]:4

tcpwm[1].line
_compl[8]:1

scb[6].ua
rt_tx:1

scb[6].i2
c_sda:1

scb[6].spi
_miso:1

peri.tr_io_i
nput[27]:0

P13.2 tcpwm[0].l
ine[1]:4

tcpwm[1].line
[9]:1

scb[6].ua
rt_rts:1

scb[6].spi
_clk:1

P13.3
tcpwm[0].l
ine_comp

l[1]:4

tcpwm[1].line
_compl[9]:1

scb[6].ua
rt_cts:1

scb[6].spi
_select0:1

P13.4 tcpwm[0].l
ine[2]:4

tcpwm[1].line
[10]:1

scb[6].spi
_select1:1

P13.5
tcpwm[0].l
ine_comp

l[2]:4

tcpwm[1].line
_compl[10]:1

scb[6].spi
_select2:1

P13.6 tcpwm[0].l
ine[3]:4

tcpwm[1].line
[11]:1

scb[6].spi
_select3:1

P13.7
tcpwm[0].l
ine_comp

l[3]:4

tcpwm[1].line
_compl[11]:1

表 2.  複数の代替機能 ( 続き ) 

ポート／
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アナログ、 Smart I/O および DSI 代替ポートピン機能を表 3 に示されます。

表 3.  ポート  ピン アナログ、 Smart I/O および DSI 機能

ポート／
ピン

名称 アナログ デジタル HV DSI SMARTIO USB

P0.0 P0.0 wco_in dsi[0].port_if[0]

P0.1 P0.1 wco_out dsi[0].port_if[1]

P0.2 P0.2 dsi[0].port_if[2]

P0.3 P0.3 dsi[0].port_if[3]

P0.4 P0.4 pmic_wakeup_in
hibernate_wakeup[1]

dsi[0].port_if[4]

P0.5 P0.5 pmic_wakeup_out dsi[0].port_if[5]

P1.0 P1.0 dsi[1].port_if[0]

P1.1 P1.1 dsi[1].port_if[1]

P1.2 P1.2 dsi[1].port_if[2]

P1.3 P1.3 dsi[1].port_if[3]

P1.4 P1.4 hibernate_wakeup[0] dsi[1].port_if[4]

P1.5 P1.5 dsi[1].port_if[5]

P14.0 USBDP usb.usb_dp_pad

P14.1 USBDM usb.usb_dm_pad

P2.0 P2.0 dsi[2].port_if[0]

P2.1 P2.1 dsi[2].port_if[1]

P2.2 P2.2 dsi[2].port_if[2]

P2.3 P2.3 dsi[2].port_if[3]

P2.4 P2.4 dsi[2].port_if[4]

P2.5 P2.5 dsi[2].port_if[5]

P2.6 P2.6 dsi[2].port_if[6]

P2.7 P2.7 dsi[2].port_if[7]

P3.0 P3.0

P3.1 P3.1

P3.2 P3.2

P3.3 P3.3

P3.4 P3.4

P3.5 P3.5

P4.0 P4.0 dsi[0].port_if[6]

P4.1 P4.1 dsi[0].port_if[7]

P4.2 P4.2 dsi[1].port_if[6]

P4.3 P4.3 dsi[1].port_if[7]

P5.0 P5.0 dsi[3].port_if[0]

P5.1 P5.1 dsi[3].port_if[1]

P5.2 P5.2 dsi[3].port_if[2]

P5.3 P5.3 dsi[3].port_if[3]

P5.4 P5.4 dsi[3].port_if[4]

P5.5 P5.5 dsi[3].port_if[5]

P5.6 P5.6 lpcomp.inp_comp0 dsi[3].port_if[6]

P5.7 P5.7 lpcomp.inn_comp0 dsi[3].port_if[7]
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P6.0 P6.0 dsi[4].port_if[0]

P6.1 P6.1 dsi[4].port_if[1]

P6.2 P6.2 lpcomp.inp_comp1 dsi[4].port_if[2]

P6.3 P6.3 lpcomp.inn_comp1 dsi[4].port_if[3]

P6.4 P6.4 dsi[4].port_if[4]

P6.5 P6.5 dsi[4].port_if[5]

P6.6 P6.6 swd_data dsi[4].port_if[6]

P6.7 P6.7 swd_clk dsi[4].port_if[7]

P7.0 P7.0 dsi[5].port_if[0]

P7.1 P7.1 csd.cmodpadd
csd.cmodpads

dsi[5].port_if[1]

P7.2 P7.2 csd.csh_tankpadd
csd.csh_tankpads

dsi[5].port_if[2]

P7.3 P7.3 csd.vref_ext dsi[5].port_if[3]

P7.4 P7.4 dsi[5].port_if[4]

P7.5 P7.5 dsi[5].port_if[5]

P7.6 P7.6 dsi[5].port_if[6]

P7.7 P7.7 csd.cshieldpads dsi[5].port_if[7]

P8.0 P8.0 dsi[11].port_if[0] smartio[8].io[0]

P8.1 P8.1 dsi[11].port_if[1] smartio[8].io[1]

P8.2 P8.2 dsi[11].port_if[2] smartio[8].io[2]

P8.3 P8.3 dsi[11].port_if[3] smartio[8].io[3]

P8.4 P8.4 dsi[11].port_if[4] smartio[8].io[4]

P8.5 P8.5 dsi[11].port_if[5] smartio[8].io[5]

P8.6 P8.6 dsi[11].port_if[6] smartio[8].io[6]

P8.7 P8.7 dsi[11].port_if[7] smartio[8].io[7]

P9.0 P9.0 ctb_oa0+ dsi[10].port_if[0] smartio[9].io[0]

P9.1 P9.1 ctb_oa0- dsi[10].port_if[1] smartio[9].io[1]

P9.2 P9.2 ctb_oa0_out dsi[10].port_if[2] smartio[9].io[2]

P9.3 P9.3 ctb_oa1_out dsi[10].port_if[3] smartio[9].io[3]

P9.4 P9.4 ctb_oa1- dsi[10].port_if[4] smartio[9].io[4]

P9.5 P9.5 ctb_oa1+ dsi[10].port_if[5] smartio[9].io[5]

P9.6 P9.6 ctb_oa0+ dsi[10].port_if[6] smartio[9].io[6]

P9.7 P9.7 ctb_oa1+ 
または ext_vref

dsi[10].port_if[7] smartio[9].io[7]

P10.0 P10.0 sarmux[0] dsi[9].port_if[0]

P10.1 P10.1 sarmux[1] dsi[9].port_if[1]

P10.2 P10.2 sarmux[2] dsi[9].port_if[2]

P10.3 P10.3 sarmux[3] dsi[9].port_if[3]

P10.4 P10.4 sarmux[4] dsi[9].port_if[4]

P10.5 P10.5 sarmux[5] dsi[9].port_if[5]

表 3.  ポート  ピン アナログ、 Smart I/O および DSI 機能 ( 続き ) 

ポート／
ピン

名称 アナログ デジタル HV DSI SMARTIO USB
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P10.6 P10.6 sarmux[6] dsi[9].port_if[6]

P10.7 P10.7 sarmux[7] dsi[9].port_if[7]

P11.0 P11.0 dsi[8].port_if[0]

P11.1 P11.1 dsi[8].port_if[1]

P11.2 P11.2 dsi[8].port_if[2]

P11.3 P11.3 dsi[8].port_if[3]

P11.4 P11.4 dsi[8].port_if[4]

P11.5 P11.5 dsi[8].port_if[5]

P11.6 P11.6 dsi[8].port_if[6]

P11.7 P11.7 dsi[8].port_if[7]

P12.0 P12.0 dsi[7].port_if[0]

P12.1 P12.1 dsi[7].port_if[1]

P12.2 P12.2 dsi[7].port_if[2]

P12.3 P12.3 dsi[7].port_if[3]

P12.4 P12.4 dsi[7].port_if[4]

P12.5 P12.5 dsi[7].port_if[5]

P12.6 P12.6 srss.eco_in dsi[7].port_if[6]

P12.7 P12.7 srss.eco_out dsi[7].port_if[7]

P13.0 P13.0 dsi[6].port_if[0]

P13.1 P13.1 dsi[6].port_if[1]

P13.2 P13.2 dsi[6].port_if[2]

P13.3 P13.3 dsi[6].port_if[3]

P13.4 P13.4 dsi[6].port_if[4]

P13.5 P13.5 dsi[6].port_if[5]

P13.6 P13.6 dsi[6].port_if[6]

P13.7 P13.7 dsi[6].port_if[7]

表 3.  ポート  ピン アナログ、 Smart I/O および DSI 機能 ( 続き ) 

ポート／
ピン

名称 アナログ デジタル HV DSI SMARTIO USB
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電源

電源システム図 ( 図 3 を参照 ) は、 PSoC 63 の電源ピンの一般
的な要件を示します。 この図には、 デカップリングが必要な無
線ピンも示されています。 PSoC 63 の電源スキームにより、異
なる VDDIO と VDDA の接続が可能になります。 シーケンス要
件を分析および指定する必要がないため、 ユーザーは電源を任
意の順序で提供することができ、 電源システムは動作を開始す
る前にすべてのド メインで電力が良好であることを保証する責
任を負います。 VDDD、 VDDA および VDDIO は、 チップ上に
オーミ ック接続されていない別個のネッ トである場合がありま
す。 異なるパッケージ要件に応じて、 これらはチップ外で接続
する必要があります。

電源システムは LDO に加えて降圧レギュレータを備えていま
す。 複数の出力を備えた単入力多出力 (SIMO) 降圧レギュレー
タにより、 インダクタを使用しな く てもよ く 、 無線ブロックに
高効率の電源を供給することができます。 

図 3 に示します。

図 3.  無線ブロックとの SOC 電源接続 (104-CSP および 116-BGA パッケージ )
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図 3 は、 PSoC への電源ピンおよび PSoC と無線ブロックとの
接続を示します。 また、 どのピンにバイパス コンデンサが必要
かを示します。

電源ピンの説明は以下の通りです。
1. VBACKUP はバックアップ ド メインへの電源です。バック

アップ ド メインは、 32kHz WCO、 RTC およびバックアッ

プ レジスタを含み、 RTC タイマーまたは外部入力により

チップにウェ イクアップ割込みを生成するこ とができま
す。 RTC タイマーまたは外部入力により、ウェイクアップ

割り込みをチップに生成できます。 また、 外部回路をウェ
イクアップするための出力も生成することもできます。 別
のバッテリ  バックアップ ド メ インと して使用されない場

合、 VDDD に接続されます。 VBACKUP はポート 0 に電源

供給します。
2. VDDD は主デジタル電源入力 (1.7 ～ 3.6V) であり、内部レ

ギュレータとポート 1 への入力を提供します。

3. VDDA はアナログ ペリフェラルの電源です (1.7 ～ 3.6V)。
これは PCB 上の VDDIOA に接続する必要があります。

4. VDDIOA はポート 9 と 10 への電源です。提供される場合、

PCB 上の VDDA に接続する必要があります。 VDDIOA が

提供されない場合、 ポート 9 および 10 は VDDA によって

給電されます。
5. VDD_NS は降圧レギュレータへの電源入力であり、 VDDD

と同じ電位でなければなりません。VDD_NS とグランド間

のバイパス コンデンサは 10F でなければなりません。

6. VDDIO0 は、提供される場合、ポート 11 ～ 13 の電源です。

そうでない場合、これらのポートは VDDD によって供給さ

れます。
7. VDDIO1 は、 提供される場合、 ポート 5 ～ 8 の電源です。

そうでない場合、これらのポートは VDDA によって供給さ

れます。
8. VDDIOR は BGA 124 でのみポート 2 ～ 4 の電源です。

図 3に示すように、上記のピンはすべてVDDDに短絡可能です。
9. VRFは無線ブロックへのSIMO降圧レギュレータの出力で

あり、 VDCDC に接続してデカップリングする必要があり

ます。
10. VDCDC は無線ブロックへのデジタル電源入力で、 VRF に

接続する必要があります。
11. VDDR1、 VDDR2 および VDDR3 ピンは無線ブロックのサ

ブシステムに使用されますが、 個別にデカ ップリングし、
高周波電源ノイズをフ ィルタ リングするためにビーズを介
して VDCDC に接続する必要があります。

12. VDDR_HVL は、 PSoC 63 サブシステムからの無線ブロッ

クへの調整された出力であり、 デカップリングする必要が
あります。

13. DVDD は、無線ブロックからのデジタル LDO 出力であり、

デカップリングする必要があります。
14. VBUCK1 は、内部コア ロジックへの SIMO 降圧レギュレー

タ出力であり、 VCCD に接続する必要があります。

15. VCCD は内部コア ロジックであり、 VBUCK1 に接続して

デカップリングする必要があります。

電源電圧範囲は 1.71V ～ 3.6V で、 すべての機能と回路がその
範囲において動作します。 すべてのグランド  ピンを PCB 上で
短絡する必要があります。 バイパス コンデンサは、 VDDD と
VDDA からグランドおよび図に示されているとおり使用する必
要があります。 この周波数範囲でのシステムの標準的な値は、
10F レンジのコンデンサをより小さいコンデンサ ( 例えば
0.1F) と並列で使用します。 これらは単に経験則であり、重要
なアプリケーシ ョ ンに対しては、 設計に最適なバイパスを得る
ために、 PCB レイアウト、 リード  インダクタンス、 バイパス
コンデンサ寄生容量をシミ ュレートする必要があることにご留
意く ださい。 降圧レギュレータ出力コンデンサの推奨値は Vrf
の場合に 10F、 VBUCK1 の場合に 4.7F です。 Vind2 に接続
されるコンデンサは 100nF である必要があります。すべてのコ
ンデンサは ±20% またはそれより高精度のもので、 インダクタ
の推奨値は 2.2H ±20% です。
( 例えば、 TDK MLP2012H2R2MT0S1)。
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開発サポート

PSoC 63 ファ ミ リには、 ユーザーの開発プロセスを支援する豊富なドキュメン ト、 開発ツールおよびオンライン リソースが用意
されています。 詳細については http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m4-psoc-6 をご覧ください。

ドキュ メン ト

PSoC 63ファ ミ リはユーザーが疑問点に対する答えを素早く見
つけることができるように、 ドキュ メン ト一式が用意されてい
ます。 重要なドキュメン トの幾つかを本節にリストアップしま
す。

ソフ トウェア ユーザー ガイド : PSoC Creator の使用に関する
段階を追った手引き書です。 ソフ トウェア ユーザー ガイ ドに
は、PSoC Creator によるビルド  プロセスの詳細、PSoC Creator
を用いたソース制御の使い方などが記載されています。

コンポーネン ト  データ  シート : PSoC の柔軟性によって、デバ
イスが量産に入ってから長い期間の後でも新しいペリフェラル
( コンポーネン ト ) を作成することができます。コンポーネン ト
データ  シートには、特定のコンポーネン トの選択および使用に
必要な情報が、 機能説明、 API ドキュ メン ト、 推奨コード例、
AC/DC 仕様を含んで全て記載されています。 

テクニカル リファレンス マニュアル : テクニカル リファレン
ス マニュアル (TRM) には、 すべての PSoC レジスタの詳細な
説明など、 PSoC デバイスを使用する際に必要な技術的詳細が
すべて記載されています。 TRM は
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m4-psoc-6
の 「ドキュ メン ト」 セクシ ョ ンにあります。

オンライン

印刷された資料のほかに、サイプレス PSoC フォーラムによっ
て 24 時間 365 日、 世界中の他の PSoC ユーザーや PSoC の専
門家と連絡をとれます。

ツール

業界標準のコア、プログラ ミングおよびデバッギング インター
フェースを備えた PSoC 63 ファ ミ リは、 開発ツール エコシス
テムの一部です。 革新的で使いやすい PSoC Creator IDE、 サ
ポート されるサード  パーテ ィのコンパイラ、 プログラマ、 デ
バッガおよび開発キッ トの最新情報については、 サイプレスの
ウェブサイ ト
www.cypress.com/products/psoc-creator-integrated-design-env
ironment-ide をご覧ください。

http://www.cypress.com/products/psoc-creator-integrated-design-environment-ide
http://www.cypress.com/products/psoc-creator-integrated-design-environment-ide
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m4-psoc-6
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m0-psoc-4
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m4-psoc-6
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m0-psoc-4
http://www.cypress.com/products/32-bit-arm-cortex-m0-psoc-4
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電気的仕様

注 : これらの情報は暫定版であり、 変更される可能性があります。

絶対最大定格

デバイス レベルの仕様

すべての仕様は、 注記した場合を除いて、 -40°C  TA  85°C および 1.71V ～ 3.6V の条件で有効です。

表 4.  絶対最大定格 [1]

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID1 VDD_ABS VSS を基準と したアナログまたはデジタ

ルの電源 (VSSD=VSSA)

-0.5 – 4 V 絶対最大値

SID2 VCCD_ABS Vssd を基準とした直接デジタル コア電圧

入力

-0.5 – 1.2 V 絶対最大値

SID3 VGPIO_ABS GPIO 電圧。 VDDD または VDDA -0.5 – VDD+0.5 V 絶対最大値

SID4 IGPIO_ABS GPIO ごとの電流 -25 – 25 mA 絶対最大値

SID5 IGPIO_injection ピン毎の GPIO 注入電流 -0.5 – 0.5 mA 絶対最大値

SID3A ESD_HBM 静電気放電 ( 人体モデル ) 2200 – – V 絶対最大値

SID3B ESD_HBM_ANT 静電気放電 ( 人体モデル )。 アンテナ ピン 500 – – V 絶対最大値。 RF ピン

SID4A ESD_CDM 静電気放電 ( デバイス帯電モデル ) 500 – – V 絶対最大値

SID4B ESD_CDM_ANT 静電気放電 ( デバイス帯電モデル )。
アンテナ ピン

200 – – V 絶対最大値。 RF ピン

SID5A LU ラッチアップフリー動作のピン電流 -100 – 100 mA 絶対最大値

注 ：

1. 表 4 に記載されている絶対最大条件を超えて使用すると、 デバイスに恒久的なダメージを与える可能性があります。 長時間にわたって絶対最大条件下に置く と、
デバイスの信頼性に影響する可能性があります。 最大保管温度は JEDEC 標準 「JESD22-A103、 High Temperature Storage Life」 に準拠した 150°C です。 絶対最
大条件以下で使用している場合でも、 標準的な動作条件を超えると、 デバイスが仕様に従って動作しないことがあります。

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC 仕様

SID6 VDDD 内部レギュレータとポート 1 GPIO 電源 1.7 – 3.6 V 56-QFN でポート 0 にも電源
供給

SID7 VDDA
アナログ電源電圧。 PCB 上で VDDIOA に
短絡

1.7 – 3.6 V 内部で安定化されない電源

SID7A VDDIO1
提供される場合、ポート 5～8用のGPIO
電源

1.7 – 3.6 V VDDIO_1 ≥ VDDA

SID7B VDDIO0
提供される場合、 ポート 11 ～ 13 用の
GPIO 電源

1.7 – 3.6 V

SID7E VDDIO0 E-Fuse プログラ ミング用の電源 2.38 2.5 2.62 V E-Fuse プログラ ミング電圧

SID7C VDDIOR
BGA 124 でのみ、ポート 2～4用のGPIO
電源

1.7 – 3.6 V

SID7D VDDIOA
ポート 9 ～ 10 用の GPIO 電源。 PCB 上
で VDDA に短絡

1.7 – 3.6 V 56-QFN でポート 5 ～ 7 にも
電源供給

SID7F VDDUSB
提供される場合、ポート 14 (USB または
GPIO) 用の電源

1.7 – 3.6 V Min は 2.85V (USB 用 )

SID6B VBACKUP
提供される場合、 バックアップ電源
および GPIO ポート 0 電源

1.7 – 3.6 V Min は 1.4V ( バックアップ
モード )

SID8 VCCD1 出力電圧 ( コア ロジック  バイパス ) – 1.1 – V ハイスピード  モード



文書番号 : 002-20406 Rev. *B 24 / 69

PRELIMINARY
PSoC® 6 MCU: BLE 接続を備えた

PSoC 63 データシート

SID9 VCCD2 出力電圧 ( コア ロジック  バイパス ) – 0.9 – V ULP モード。 -20 ～ 85°C で
有効

SID10 CEFC 外部レギュレータ電圧 (VCCD) バイパス 3.8 4.7 5.6 F X5R セラ ミ ッ クまたはこれ
より良質のもの

SID11 CEXC 電源デカップリング コンデンサ – 10 – F X5R セラ ミ ッ クまたはこれ
より良質のもの

LP 範囲電源の仕様 (VCCD=1.1V ； 降圧レギュレータと LDO を仕様 )

Cortex M4。 アクテ ィブ モード  

キャッシュ無効時に実行 ( フラ ッシュを使用 )

SIDF1 IDD1

フラ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
50MHz、 CM0+ スリープ 25MHz IMO、
FLL を使用。 While(1)

– 2.3 3.2 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 3.1 3.6 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 4.2 5.1 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDF2 IDD2

フラ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
8MHz、 CM0+ スリープ 8MHz。 IMO を
使用。 While(1)

– 0.9 1.5 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.2 1.6 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.6 2.4 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

キャッシュ有効時に実行

SIDC1 IDD3

キャ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
150MHz、CM0+ スリープ 75MHz。IMO、
FLL を使用。 ド ライストーン

– 6.3 7 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 9.7 11.2 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 13.2 13.7 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDC2 IDD4

キャ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
100MHz、CM0+ スリープ 100MHz。IMO、
FLL を使用。 ド ライストーン

– 4.8 5.8 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 7.4 8.4 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 10.1 10.7 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDC3 IDD5

キャ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
50MHz、 CM0+ スリープ 25MHz。 IMO、
FLL を使用。 ド ライストーン

– 2.4 3.4 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 3.7 4.1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 5.1 5.8 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDC4 IDD6

キャ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
8MHz、 CM0+ スリープ 8MHz。 IMO を
使用。 ド ライストーン

– 0.90 1.5 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.27 1.75 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.8 2.6 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件
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Cortex M0+。 アクテ ィブ モード

キャッシュ無効時に実行 ( フラ ッシュを使用 )

SIDF3 IDD7

フラ ッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 50MHz。 IMO、 FLL を使用。
While(1)

– 2.4 3.3 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 3.2 3.7 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 4.1 4.8 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDF4 IDD8
フラ ッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 8MHz。IMO を使用。While(1)

– 0.8 1.5 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.1 1.6 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.45 1.9 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

キャッシュ有効時に実行

SIDC5 IDD9

キャッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 100MHz。 IMO、FLL を使用。
ド ライストーン

– 3.8 4.5 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 5.9 6.5 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 7.7 8.2 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDC6 IDD10

キャッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 8MHz。 IMO を使用。 ド ライ
ストーン

– 0.80 1.3 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.2 1.7 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.41 2 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

Cortex M4。 スリープ モード

SIDS1 IDD11
CM4 スリープ 100MHz、CM0+ スリープ
25MHz。 IMO、 FLL を使用

– 1.5 2.2 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 2.2 2.7 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 2.9 3.5 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDS2 IDD12
CM4 スリープ 50MHz、 CM0+ スリープ
25MHz。 IMO、 FLL を使用

– 1.20 1.9 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 1.70 2.2 VDDD=1.8V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 2.20 2.8 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、

60°C で最大値

SIDS3 IDD13
CM4 スリープ 8MHz、 CM0+ スリープ
8MHz。 IMO を使用

– 0.7 1.3 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー

タ ON、 60°C で最大値

– 0.96 1.5 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.22 2 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件
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Cortex M0+。 スリープ モード

SIDS4 IDD14
CM4 オフ、 CM0+ スリープ 50MHz。
IMO、 FLL を使用

– 1.3 2 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.94 2.4 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 2.57 3.2 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

SIDS5 IDD15
CM4 オフ、 CM0+ スリープ 8MHz。
IMO を使用

– 0.7 1.3 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.95 1.5 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.25 2 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

Cortex M4。 低消費電力アクテ ィブ (LPA) モード  

SIDLPA1 IDD16

フラ ッシュから実行。 CM4 LPA 8MHz、
CM0+ ス リープ 8MHz。 IMO を使用
While(1)

– 0.85 1.5 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.18 1.65 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.63 2.4 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

SIDLPA2 IDD17

キャッシュから実行。 CM4 LPA 8MHz、
CM0+ スリープ 8MHz。 IMO を使用。
ド ライストーン

– 0.90 1.5 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.27 1.75 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.77 2.5 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

Cortex M0+。 低消費電力アクティブ (LPA) モード  

SIDLPA3 IDD18
フラ ッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
LPA 8MHz。 IMO を使用。 While(1)

– 0.8 1.4 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.14 1.6 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.6 2.4 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

SIDLPA4 IDD19
キャッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
LPA 8MHz。IMO を使用。ド ライストーン

– 0.8 1.4 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.15 1.65 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.62 2.4 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

Cortex M4。 低消費電力スリープ (LPS) モード  

SIDLPS1 IDD20
CM4 LPS 8MHz、CM0+ LPS 8MHz。IMO
を使用

– 0.65 1.1 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.95 1.5 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.31 2.1 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様 ( 続き ) 
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Cortex M0+。 低電力スリープ (LPS) モード  

SIDLPS3 IDD22 CM4オフ、CM0+ LPS 8 MHz。IMOを使用

– 0.64 1.1 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.93 1.45 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.29 2 VDDD=1.8V ～ 3.3V、 LDO、
60°C で最大値

ULP 範囲電源仕様 (VCCD=0.9V、 降圧レギュレータを使用 )。 ULP モードは -20 ～ +85°C で有効

Cortex M4。 アクテ ィブ モード  

キャッシュ無効時に実行 ( フラ ッシュを使用 )

SIDF5 IDD3

フラ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
50MHz、 CM0+ スリープ 25MHz。
IMO、 FLL を使用。 While(1)

– 1.7 2.2 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 2.1 2.4 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDF6 IDD4

フラ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
8MHz、 CM0+ スリープ 8MHz。
IMO を使用。 While(1)

– 0.56 0.8 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.75 1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

キャッシュ有効時に実行

SIDC8 IDD10

キャ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
50MHz、 CM0+ スリープ 25MHz。
IMO、 FLL を使用。 ド ライストーン

– 1.6 2.2 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 2.4 2.7 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDC9 IDD11

キャ ッシュから実行。 CM4 アクテ ィ ブ
8MHz、 CM0+ スリープ 8MHz。
IMO を使用。 ド ライストーン

– 0.65 0.8 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.8 1.1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

Cortex M0+。 アクテ ィブ モード

キャッシュ無効時に実行 ( フラ ッシュを使用 )

SIDF7 IDD16

フラ ッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 25MHz。 IMO、 FLL を使用。
Write(1)

– 1.00 1.4 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.34 1.6 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDF8 IDD17
フラ ッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 8MHz。IMO を使用。While(1)

– 0.54 0.75 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.73 1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

キャッシュ有効時に実行

SIDC10 IDD18

キャッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 25MHz。 IMO、 FLL を使用。
ド ライストーン

– 0.91 1.25 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.34 1.6 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDC11 IDD19

キャッシュから実行。 CM4 オフ、 CM0+
アクテ ィブ 8MHz。 IMO を使用。
ド ライストーン

– 0.51 0.72 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.73 0.95 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様 ( 続き ) 
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Cortex M4。 スリープ モード  

SIDS7 IDD21
CM4 スリープ 50MHz、 CM0+ スリープ
25MHz。 IMO、 FLL を使用

– 0.76 1.1 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 1.1 1.4 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDS8 IDD22
CM4 スリープ 8MHz、 CM0+ スリープ
8MHz。 IMO を使用

– 0.42 0.65 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.59 0.8 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

Cortex M0+。 スリープ モード

SIDS9 IDD23
CM4 オフ、 CM0+ スリープ 25MHz。
IMO、 FLL を使用。

– 0.62 0.9 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.88 1.1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDS10 IDD24
CM4 オフ、 CM0+ スリープ 8MHz。
IMO を使用

– 0.41 0.6 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.58 0.8 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

Cortex M4。 超低消費電力アクテ ィブ (ULPA) モード  

SIDLPA5 IDD25
フラ ッシュから実行。CM4 ULPA 8MHz、
CM0+ ULPS 8MHz。IMOを使用。While(1)

– 0.52 0.75 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.76 1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDLPA6 IDD26

キャッシュから実行。CM4 ULPA 8MHz、
CM0+ ULPS 8MHz。 IMO を使用。
ド ライストーン

– 0.54 0.76 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.78 1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

Cortex M0+。 超低消費電力アクティブ (ULPA) モード  

SIDLPA7 IDD27
フラ ッシュから実行。 CM4 オフ、
CM0+ ULPA 8MHz。IMO を使用。While(1)

– 0.51 0.75 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.75 1 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

SIDLPA8 IDD28

キャッシュから実行。 CM4 オフ、
CM0+ ULPA 8MHz。 IMO を使用。
ド ライストーン

– 0.48 0.7 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.7 0.95 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

Cortex M4。 超低消費電力スリープ (ULPS) モード  

SIDLPS5 IDD29
CM4 ULPS 8MHz、 CM0 ULPS 8MHz。
IMO を使用

– 0.4 0.6 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.57 0.8 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

Cortex M0+。 超低消費電力スリープ (ULPS) モード  

SIDLPS7 IDD31
CM4 オフ、 CM0+ ULPS 8MHz。 IMO を
使用

– 0.39 0.6 mA VDDD=3.3V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

– 0.56 0.8 VDDD=1.8V、降圧レギュレー
タ ON、 60°C で最大値

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様 ( 続き ) 
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XRES

ディープ スリープ モード

SIDDS1 IDD33A
内部降圧レギュレータ有効、 64K SRAM
保持

– 7 – A 最大値は 85°C

SIDDS1_B IDD33A_B
内部降圧レギュレータ有効、 64K SRAM
保持

– 7 – A 最大値は 60°C

SIDDS2 IDD33B
内部降圧レギュレータ有効、256K SRAM
保持

– 9 – A 最大値は 85°C

SIDDS2_B IDD33B_B
内部降圧レギュレータ有効、256K SRAM
保持

– 9 – A 最大値は 60°C

ハイバネート  モード

SIDHIB1 IDD34 VDDD=1.8V – 300 – nA クロック実行なし

SIDHIB2 IDD34A VDDD=3.3V – 800 – nA クロック実行なし

消費電力モード遷移時間

SID12 TLPACT_ACT
低消費電力アクテ ィ ブからアクテ ィ ブ
までの遷移時間

– – 35 s PLL ロック時間を含む

SID13[2] TDS_LPACT
ディープ スリープから LP アクテ ィブ
までの遷移時間

– – 25 s 設計上保証

SID13A[3] TDS_ACT
ディープ スリープからアクテ ィ ブまで
の遷移時間

– – 25 s 設計上保証

SID14 THIB_ACT
ハイバネートからアクテ ィブまでの
遷移時間

– 500 – s PLL ロック時間を含む

表 5.  電源範囲、 CPU 電流および遷移時間の仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

注 ：

2. サイプレス提供のソフ トウェア ウェイクアップ ルーチンはアプリケーシ ョ ン コードに遷移する前に、 ハードウェア ウェイクアップ後 (25s)、 約 180 CPU
クロッ ク  サイクル掛かる。 8MHz CPU クロッ ク  (LP アクテ ィブ ) の場合、 ユーザ コードが実行されるまでの時間は (25 + 22.5 = 47.5s) です。

3. サイプレス提供のソフ トウェア ウェイクアップ ルーチンはアプリケーシ ョ ン コードに遷移する前に、 ハードウェア ウェイクアップ後 (25s)、 約 180 CPU
クロッ ク  サイクル掛かる。 25MHz CPU クロッ ク  (FLL) の場合、 ユーザ コードが実行されるまでの時間は (25 + 7.2 = 32.2s) です。 100MHz CPU クロッ クの
場合、 その時間は (25 + 1.8 = 26.8s) です。

表 6.  XRES

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

XRES ( アクテ ィブ LOW) 仕様

XRES の AC 仕様

SID15 TXRES_ACT POR または XRES 解放からアクテ ィブ
までの遷移時間

– 700 – s 通常モード、 50MHz M0+

SID16 TXRES_PW XRES パルス幅 5 – – s

XRES の DC 仕様

SID17 TXRES_IDD XRES アサート時の IDD – 300 – nA VDDD=1.8V

SID17A TXRES_IDD_1 XRES アサート時の IDD – 800 – nA VDDD=3.3V

SID77 VIH 入力電圧 HIGH 閾値 0.7*
VDD

– – V CMOS 入力

SID78 VIL 入力電圧 LOW 閾値 – – 0.3*
VDD

V CMOS 入力

SID80 CIN 入力容量 – 3 – pF

SID81 VHYSXRES 入力電圧ヒステリシス – 100 – mV

SID82 IDIODE 保護ダイオードを通って VDD ／ VSS に
流れる電流

– – 100 A
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GPIO

表 7.  GPIO 仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

GPIO の DC 仕様

SID57 VIH 入力電圧 HIGH 閾値 0.7*VDD – – V CMOS 入力

SID57A IIHS パッ ド電圧が OVT 入力の VDDIO
より高い場合の入力電流

～ – 10 A I2C の仕様による

SID58 VIL 入力電圧 LOW 閾値 – – 0.3*VDD V CMOS 入力

SID241 VIH LVTTL 入力、 VDD<2.7V 0.7*VDD – – V

SID242 VIL LVTTL 入力、 VDD<2.7V – – 0.3*VDD V

SID243 VIH LVTTL 入力、 VDD≥2.7V 2.0 – – V

SID244 VIL LVTTL 入力、 VDD≥2.7V – – 0.8 V

SID59 VOH 出力 HIGH 電圧 VDD-0.5 – – V IOH=8mA

SID62A VOL 出力 LOW 電圧 – – 0.4 V IOL=8mA

SID63 RPULLUP プルアップ抵抗 3.5 5.6 8.5 k

SID64 RPULLDOWN プルダウン抵抗 3.5 5.6 8.5 k

SID65 IIL 入力リーク電流 ( 絶対値 ) – – 2 nA 25°C、 VDD=3.0V

SID65A IIL_CTBM CTBm 入力ピン上の入力リーク電流 – – 4 nA

SID66 CIN 入力容量 – – 5 pF

SID67 VHYSTTL 入力ヒステリシス LVTTL VDD>2.7V 100 0 - mV

SID68 VHYSCMOS 入力ヒステリシス CMOS 0.05*VDD – - mV

SID69 IDIODE 保護ダイオードを通って VDD ／ VSS
に流れる電流

– – 100 A

SID69A ITOT_GPIO チップの最大合計ソースまたは
シンク電流

– – 200 mA

GPIO の AC 仕様

SID70 TRISEF 高速スト ロング モードでの立ち上が
り時間。 VDD の 10% ～ 90%

– – 2.5 ns Cload=15pF、
8mA 駆動強度

SID71 TFALLF 高速スト ロング モードでの立ち下が
り時間。 VDD の 10% ～ 90%

– – 2.5 ns Cload=15pF、
8mA 駆動強度

SID72 TRISES_1 低速スト ロング モードでの立ち上が
り時間。 VDD の 10% ～ 90%

52 – 142 ns Cload=15pF、 8mA
駆動強度、 VDD2.7V

SID72A TRISES_2 低速スト ロング モードでの立ち上が
り時間。 VDD の 10% ～ 90%

48 – 102 ns Cload=15pF、8mA 駆動
強度、 2.7V<VDD3.6V

SID73 TFALLS_1 低速スト ロング モードでの立ち下が
り時間。 VDD の 10% ～ 90%

44 – 211 ns Cload=15pF、8mA 駆動
強度、 VDD2.7V

SID73A TFALLS_2 低速スト ロング モードでの立ち下が
り時間。 VDD の 10% ～ 90%

42 – 93 ns Cload=15pF、8mA 駆動
強度、 2.7V<VDD3.6V

SID73G TFALL_I2C 低速スト ロング モードでの立ち下が
り時間 (VDD の 30% ～ 70%)

20*VDDIO/
5.5

– 250 ns Cload=10pF ～ 400pF、
8mA 駆動強度

SID74 FGPIOUT1 GPIO Fout。 高速ストロング モード – – 100 MHz 90/10%、 15pF 負荷、
60/40 デューティ比

SID75 FGPIOUT2 GPIO Fout。 低速ストロング モード – – 16.7 MHz 90/10%、 15pF 負荷、
60/40 デューティ比

SID76 FGPIOUT3 GPIO Fout ； 高速スト ロング モード – – 7 MHz 90/10%、 25pF 負荷、
60/40 デューティ比

SID245 FGPIOUT4 GPIO Fout。 低速ストロング モード – – 3.5 MHz 90/10%、 25pF 負荷、
60/40 デューティ比
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アナログ ペリフェラル

オペアンプ

SID246 FGPIOIN GPIO 入力動作周波数。
1.71VVDD5.5V

– – 100 MHz 90/10% VIO

表 7.  GPIO 仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 8.  オペアンプの仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

IDD
オペアンプ ブロック電流。
負荷なし

– – – –

SID269 IDD_HI 電力 = 高 – 1300 1500 A –

SID270 IDD_MED 電力 = 中 – 450 600 A –

SID271 IDD_LOW 電力 = 低 – 250 350 A –

GBW 負荷 = 20pF、 0.1mA。 
VDDA=2.7V

– – – –

SID272 GBW_HI 電力 = 高 6 – – MHz –

SID273 GBW_MED 電力 = 中 4 – – MHz –

SID274 GBW_LO 電力 = 低 – 1 – MHz –

IOUT_MAX
VDDA 2.7V、
電源電圧より 500mV 内側

– – – –

SID275 IOUT_MAX_HI 電力 = 高 10 – – mA –

SID276 IOUT_MAX_MID 電力 = 中 10 – – mA –

SID277 IOUT_MAX_LO 電力 = 低 – 5 – mA –

IOUT
VDDA=1.71V、
電源電圧より 500mV 内側

– – – –

SID278 IOUT_MAX_HI 電力 = 高 4 – – mA –

SID279 IOUT_MAX_MID 電力 = 中 4 – – mA –

SID280 IOUT_MAX_LO 電力 = 低 – 2 – mA –

SID281 VIN 入力電圧範囲 0 – VDDA-0.2 V –

SID282 VCM 入力同相電圧 0 – VDDA-0.2 V –

VOUT VDDA≥2.7V – – – –

SID283 VOUT_1 電力 = 高、 Iload=10mA 0.5 – VDDA-0.5 V –

SID284 VOUT_2 電力 = 高、 Iload=1mA 0.2 – VDDA-0.2 V –

SID285 VOUT_3 電力 = 中、 Iload=1mA 0.2 – VDDA-0.2 V –

SID286 VOUT_4 電力 = 低、 Iload=0.1mA 0.2 – VDDA-0.2 V –

SID287 VOS_UNTR オフセッ ト電圧 ( 未調整 ) – – – mV –

SID288 VOS_TR オフセッ ト電圧 ( ト リム後 ) –1 ±0.5 – mV 高電力モード、
0.2 ～ VDDA-0.2

SID288A VOS_TR オフセッ ト電圧 ( 調整後 ) – ±1 – mV 中消費電力モード

SID288B VOS_TR オフセッ ト電圧 ( 調整後 ) – ±2 – mV 低電力モード

SID289 VOS_DR_UNTR
オフセッ ト電圧ド リフ ト
( 未調整 )

– – – V/°C –

SID290 VOS_DR_TR
オフセッ ト電圧ド リフ ト
( 調整後 )

–10 ±3 10 V/°C 高電力モード、
0.2 ～ VDDA-0.2



文書番号 : 002-20406 Rev. *B 32 / 69

PRELIMINARY
PSoC® 6 MCU: BLE 接続を備えた

PSoC 63 データシート

SID290A VOS_DR_TR
オフセッ ト電圧ド リフ ト  
( 調整後 )

– ±10 – V/°C 中電力モード

SID290B VOS_DR_TR
オフセッ ト電圧ド リフ ト
( 調整後 )

– ±10 – V/°C 低電力モード

SID291 CMRR DC 同相信号除去比 67 80 – dB VDDD=3.3V

SID292 PSRR 1kHz、 10mV リ ップル時の電源
電圧変動除去比

70 85 – dB VDDD=3.3V

ノ イズ – – – –

SID293 VN1 入力換算、 1Hz ～ 1GHz、
電力 = 高

– 100 – Vrms –

SID294 VN2 入力基準、 1kHz、 
電力 = 高

– 180 – nV/rtHz –

SID295 VN3 入力基準、 10kHz、 
電力 = 高

– 70 – nV/rtHz –

SID296 VN4 入力基準、 100kHz、 
電力 = 高

– 38 – nV/rtHz –

SID297 CLOAD 最大負荷まで安定。 
50pF で性能仕様を満たす

– – 125 pF –

SID298 SLEW_RATE 出力スルー レート 6 – – V/s Cload=50pF、 消費電力 = 高、
VDDA2.7V

SID299 T_OP_WAKE 無効から有効までの時間。
外付け RC 無し

– 25 – s –

COMP_MODE
コンパレータ  モード。
50mV オーバドライブ、
Trise=Tfall ( おおよそ )

– – –

SID300 TPD1 応答時間。 電力 = 高 – 150 – ns –

SID301 TPD2 応答時間。 電力 = 中 – 400 – ns –

SID302 TPD3 応答時間。 電力 = 低 – 2000 – ns –

SID303 VHYST_OP ヒステリシス – 10 – mV –

ディープ スリープ モード
モード 2 は最低電流範囲。
モード 1はより高いGBWを持つ

ディープ スリープ モード動作。
VDDA≥2.7V。 
VIN は 0.2 ～ VDDA-1.5

SID_DS_1 IDD_HI_M1 モード 1、 高電流 – 1300 1500 A 25°C Typ

SID_DS_2 IDD_MED_M1 モード 1、 中電流 – 460 600 A 25°C Typ

SID_DS_3 IDD_LOW_M1 モード 1、 低電流 – 230 350 A 25°C Typ

SID_DS_4 IDD_HI_M2 モード 2、 高電流 – 120 – A 25°C

SID_DS_5 IDD_MED_M2 モード 2、 中電流 – 60 – A 25°C

SID_DS_6 IDD_LOW_M2 モード 2、 低電流 – 15 – A 25°C

SID_DS_7 GBW_HI_M1 モード 1、 高電流 – 4 – MHz 25°C

SID_DS_8 GBW_MED_M1 モード 1、 中電流 – 2 – MHz 25°C

SID_DS_9 GBW_LOW_M1 モード 1、 低電流 – 0.5 – MHz 25°C

SID_DS_10 GBW_HI_M2 モード 2、 高電流 – 0.5 – MHz 20pF 負荷、 DC 負荷なし、
0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_11 GBW_MED_M2 モード 2、 中電流 – 0.2 – MHz 20pF 負荷、 DC 負荷なし、
0.2V ～ VDDA-1.5V

表 8.  オペアンプの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件
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SID_DS_12 GBW_LOW_M2 モード 2、 低電流 – 0.1 – MHz 20pF 負荷、 DC 負荷なし、
0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_13 VOS_HI_M1 モード 1、 高電流 – 5 – mV 調整 25°C、 0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_14 VOS_MED_M1 モード 1、 中電流 – 5 – mV 調整 25°C、 0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_15 VOS_LOW_M1 モード 1、 低電流 – 5 – mV 調整 25°C、 0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_16 VOS_HI_M2 モード 2、 高電流 – 5 – mV 調整 25°C、 0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_17 VOS_MED_M2 モード 2、 中電流 – 5 – mV 調整 25°C、 0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_18 VOS_LOW_M2 モード 2、 低電流 – 5 – mV 調整 25°C、 0.2V ～ VDDA-1.5V

SID_DS_19 IOUT_HI_M1 モード 1、 高電流 – 10 – mA 出力は 0.5V ～ VDDA-0.5V

SID_DS_20 IOUT_MED_M1 モード 1、 中電流 – 10 – mA 出力は 0.5V ～ VDDA - 0.5V

SID_DS_21 IOUT_LOW_M1 モード 1、 低電流 – 4 – mA 出力は 0.5V ～ VDDA-0.5V

SID_DS_22 IOUT_HI_M2 モード 2、 高電流 – 1 – mA 出力は 0.5V ～ VDDA-0.5V

SID_DS_23 IOUT_MED_M2 モード 2、 中電流 – 1 – mA 出力は 0.5V ～ VDDA-0.5V

SID_DS_24 IOUT_LOW_M2 モード 2、 低電流 – 0.5 – mA 出力は 0.5V ～ VDDA-0.5V

表 8.  オペアンプの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 9.  低消費電力 (LP) コンパレータの仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

LP コンパレータの DC 仕様

SID84 VOFFSET1
COMP1 の入力オフセッ ト電圧。
通常の電力モード

-10 – 10 mV COMP0オフセッ トは±25mV

SID85A VOFFSET2
入力オフセッ ト電圧。
低電力モード

-25 ±12 25 mV –

SID85B VOFFSET3
入力オフセッ ト電圧。
超低電力モード

-25 ±12 25 mV –

SID86 VHYST1
通常モードで有効時のヒステリ
シス

– – 60 mV –

SID86A VHYST2
低電力モードで有効時のヒステ
リシス

– – 80 mV –

SID87 VICM1 低電力モードでの入力同相電圧 0 – VDDIO1-0.1 V –

SID247 VICM2 低電力モードでの入力同相電圧 0 – VDDIO1-0.1 V –

SID247A VICM3 超低電力モード入力同相電圧 0 – VDDIO1-0.1 V –

SID88 CMRR 通常モードでの同相信号除去比 50 – – dB –

SID89 ICMP1 通常モードでのブロック電流 – – 150 A –

SID248 ICMP2 低電力モードでのブロック電流 – – 10 A –

SID259 ICMP3 ブロック電流、 超低電力モード – 0.3 0.85 A –

SID90 ZCMP コンパレータの DC 入力
インピーダンス

35 – – M –

LP コンパレータの AC 仕様

SID91 TRESP1
通 常 モ ー ド で の 応 答 時 間、
100mV オーバードライブ

– – 100 ns –
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SAR ADC

SID258 TRESP2
低電力モー ド での応答時間、
100mV オーバードライブ

– – 1000 ns –

SID92 TRESP3
超低電力モード での応答時間、
100mV オーバードライブ

– – 20 s –

SID92E T_CMP_EN1 有効化から動作までの時間 – – 10 s 通常と低電力モード

SID92F T_CMP_EN2 有効化から動作までの時間 – – 50 s 超低電力モード

表 9.  低消費電力 (LP) コンパレータの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 10.  温度センサー仕様 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID93 TSENSACC 温度センサー精度 -5 ±1 5 °C –40°C ～ +85°C

表 11.  内部基準電圧の仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID93R VREFBG – 1.188 1.2 1.212 V –

表 12.  12 ビッ ト SAR ADC の DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID94 A_RES SAR ADC 分解能 – – 12 ビッ ト –

SID95 A_CHNLS_S チャネル数－シングル エンド – – 16 – 8個のフルスピード  チャネル

SID96 A-CHNKS_D チャネル数－差動 – – 8 – 差動チャネルの入力は隣接
する I/O を使用

SID97 A-MONO 単調増加性 – – - – 有

SID98 A_GAINERR ゲイン誤差 – – ±0.2 % 外部基準電圧有り

SID99 A_OFFSET 入力オフセッ ト電圧 – – 2 mV 1V 基準電圧で測定

SID100 A_ISAR_1 1Msps での消費電流 – – 1 mA 1Msps 時。 外部バイパス 
コンデンサあり

SID100A A_ISAR_2 1Msps での消費電流。リファレンス
電圧 = VDD

– – 1.25 mA 1Msps 時。 外部バイパス 
コンデンサあり

SID101 A_VINS 入力電圧範囲 - シングル エンド Vss – VDDA V –

SID102 A_VIND 入力電圧範囲 - 差動 Vss – VDDA V –

SID103 A_INRES 入力抵抗 ～ – 2.2 k –

SID104 A_INCAP 入力容量 – – 10 pF –

表 13.  12 ビッ ト SAR ADC の AC 仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

12 ビッ ト SAR ADC の AC 仕様

SID106 A_PSRR 電源電圧変動除去比 70 – – dB

SID107 A_CMRR 同相信号除去比 66 – – dB 1V で測定

1 メガサンプル毎秒のモード :
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SID108 A_SAMP_1 外付けリファレンス バイパス コン
デンサがある場合のサンプリング
速度

– – 1 Msps

SID108A A_SAMP_2 バイパス コンデンサがない場合の
サンプリング速度。基準電圧 =VDD

– – 250 Ksps

SID108B A_SAMP_3 バイパス コンデンサがない場合の
サンプリング速度。 内部基準電圧

– – 100 Ksps

SID109 A_SINAD 信号対雑音および歪み比 (SINAD)。
VDDA=2.7 ～ 3.6V、 1Msps

64 – – dB Fin = 10kHz

SID111A A_INL 積分非直線性。 VDDA=2.7 ～ 3.6V、
1Msps

-2 – 2 LSB 内部 VREF=1.2V およびバイパス
コンデンサありで測定

SID111B A_INL 積分非直線性。 VDDA=2.7 ～ 3.6V、
1Msps

-4 – 4 LSB 外部 VREF≥1V および VIN コモン
モード <2*Vref で測定

SID112A A_DNL 微分非直線性。 VDDA=2.7 ～ 3.6V、
1Msps

–1 – 1.4 LSB 内部 VREF=1.2V およびバイパス
コンデンサありで測定

SID112B A_DNL 微分非直線性。 VDDA=2.7 ～ 3.6V、
1Msps

–1 – 1.7 LSB 外部 VREF≥1V および VIN コモン
モード <2*Vref で測定

SID113 A_THD 全高調波歪み。 VDDA=2.7 ～ 3.6V、
1Msps

– – –65 dB Fin = 10kHz

表 14.  12 ビッ ト DAC の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

12 ビッ ト DAC の DC 仕様

SID108D DAC_RES DAC 分解能 – – 12 ビッ ト

SID111D DAC_INL 積分非直線性 -4 – 4 LSB

SID112D DAC_DNL 微分非直線性 -2 – 2 LSB 11 ビッ トの単調増加

SID99D DAC_OFFSET 出力電圧ゼロ オフセッ ト誤差 -10 – 10 mV 000 (16 進数 )

SID103D DAC_OUT_RES DAC 出力抵抗 – 15 – k

SID100D DAC_IDD DAC 電流 – – 125 A

SID101D DAC_QIDD DAC 停止時の DAC 電流 – – 1 A

12 ビッ ト DAC の AC 仕様

SID109D DAC_CONV DAC セト リング時間 – – 2 s CTBmバッファから駆動。負荷25pF

SID110D DAC_Wakeup 有効化から変換できるまでの時間 – – 10 s

表 13.  12 ビッ ト SAR ADC の AC 仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件



文書番号 : 002-20406 Rev. *B 36 / 69

PRELIMINARY
PSoC® 6 MCU: BLE 接続を備えた

PSoC 63 データシート

CSD

表 15.  CapSense シグマデルタ  (CSD) の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

CSD V2 仕様

SYS.PER#3 VDD_RIPPLE 電源の最大許容リ ップル (DC ～
10MHz 帯域 )

– – ±50 mV VDDA>2V (リ ップルあり )、
25°C TA、 感度 =0.1pF

SYS.PER#16 VDD_RIPPLE_1.8 電源の最大許容リ ップル (DC ～
10MHz 帯域 )

– – ±25 mV VDDA>1.75V ( リ ップルあ

り )、 25°C TA、 寄生容量

(CP) <20pF、 感度 ≥0.4pF

SID.CSD.BLK ICSD 最大ブロック電流 4500 A

SID.CSD#15 VREF CSD およびコンパレータ用の
基準電圧

0.6 1.2 VDDA-0.6 V VDDA-0.6、いずれか低い方

SID.CSD#15A VREF_EXT CSD およびコンパレータ用の
外部基準電圧

0.6 VDDA-0.6 V VDDA-0.6、いずれか低い方

SID.CSD#16 IDAC1IDD IDAC1 (7 ビッ ト ) ブロック電流 – – 1900 µA

SID.CSD#17 IDAC2IDD IDAC2 (7 ビッ ト ) ブロック電流 – – 1900 µA

SID308 VCSD 動作電圧範囲 1.7 – 3.6 V 1.71 ～ 3.6V

SID308A VCOMPIDAC IDAC の最大電圧範囲 0.6 – VDDA-0.6 V VDDA-0.6、いずれか低い方

SID309 IDAC1DNL DNL -1 – 1 LSB

SID310 IDAC1INL INL -3 – 3 LSB VDDA<2V の場合、
LSB は 2.4A 以下

SID311 IDAC2DNL DNL -1 – 1 LSB

SID312 IDAC2INL INL -3 – 3 LSB VDDA<2V の場合、
LSB は 2.4A 以下

以下の SNRC は指の信号と ノイズのカウン ト比。 特性評価で保証

SID313_1A SNRC_1 SRSS 基準。 IMO+FLL クロッ ク
ソース。 感度 0.1pF

5 – – 比率 最大 9.5pF の静電容量

SID313_1B SNRC_2 SRSS 基準。 IMO+FLL クロッ ク
ソース。 感度 0.3pF

5 – – 比率 最大 31pF の静電容量

SID313_1C SNRC_3 SRSS 基準。 IMO+FLL クロッ ク
ソース。 感度 0.6pF

5 – – 比率 最大 61pF の静電容量

SID313_2A SNRC_4 PASS 基準。 IMO+FLL クロ ッ ク
ソース。 感度 0.1pF

5 – – 比率 最大 12pF の静電容量

SID313_2B SNRC_5 PASS 基準。 IMO+FLL クロ ッ ク
ソース。 感度 0.3pF

5 – – 比率 最大 47pF の静電容量

SID313_2C SNRC_6 PASS 基準。 IMO+FLL クロ ッ ク
ソース。 感度 0.6pF

5 – – 比率 最大 86pF の静電容量

SID313_3A SNRC_7 PASS 基準。 IMO+PLL クロ ッ ク
ソース。 感度 0.1pF

5 – – 比率 最大 27pF の静電容量

SID313_3B SNRC_8 PASS 基準。 IMO+PLL クロ ッ ク
ソース。 感度 0.3pF

5 – – 比率 最大 86pF の静電容量

SID313_3C SNRC_9 PASS 基準。 IMO+PLL クロ ッ ク
ソース。 感度 0.6pF

5 – – 比率 最大 168pF の静電容量

SID314 IDAC1CRT1 低域での IDAC1 (7 ビッ ト ) の出力
電流

4.2 5.7 A LSB=37.5nA (Typ)
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SID314A IDAC1CRT2 中域での IDAC1 (7 ビッ ト ) の出力
電流

34 46 A LSB = 300nA (Typ)

SID314B IDAC1CRT3 高域での IDAC1 (7 ビッ ト ) の出力
電流

270 365 A LSB=2.4A (Typ)

SID314C IDAC1CRT12 低域での IDAC1 (7 ビッ ト ) の出力
電流、 2X モード

8 11.4 A LSB=37.5nA (Typ)。
2X モード時の出力

SID314D IDAC1CRT22 中域での IDAC1 (7 ビッ ト ) の出力
電流、 2X モード

67 91 A LSB = 300nA (Typ)。
2X モード時の出力

SID314E IDAC1CRT32 高域での IDAC1 (7 ビッ ト ) の出力
電流、 2X モード。 VDDA>2V

540 730 A LSB=2.4A (Typ)。
2X モード時の出力

SID315 IDAC2CRT1 低域での IDAC2 (7 ビッ ト ) の出力
電流

4.2 5.7 A LSB=37.5nA (Typ)

SID315A IDAC2CRT2 中域での IDAC2 (7 ビッ ト ) の出力
電流

34 46 A LSB = 300nA (Typ)

SID315B IDAC2CRT3 高域での IDAC2 (7 ビッ ト ) の出力
電流

270 365 A LSB=2.4A (Typ)

SID315C IDAC2CRT12 低域での IDAC2 (7 ビッ ト ) の出力
電流、 2X モード

8 11.4 A LSB=37.5nA (Typ)。
2X モード時の出力

SID315D IDAC2CRT22 中域での IDAC2 (7 ビッ ト ) の出力
電流、 2X モード

67 91 A LSB = 300nA (Typ)。
2X モード時の出力

SID315E IDAC2CRT32 高域での IDAC2 (7 ビッ ト ) の出力
電流、 2X モード。 VDDA>2V

540 730 A LSB=2.4A (Typ)。
2X モード時の出力

SID315F IDAC3CRT13 低域での 8 ビッ ト  モード IDAC
出力電流

8 11.4 A LSB=37.5nA (Typ)

SID315G IDAC3CRT23 中域での 8 ビッ ト  モード IDAC
出力電流

67 91 A LSB=300nA (Typ)

SID315H IDAC3CRT33 高域での 8 ビッ ト  モード IDAC
出力電流。 VDDA>2V

540 730 A LSB=2.4A (Typ)

SID320 IDACOFFSET すべてゼロ入力 – – 1 LSB 極性はソースまたは
シンク電流により設定

SID321 IDACGAIN オフセッ ト を除く フルスケール
誤差

– – ±15 % LSB=2.4A (Typ)

SID322 IDACMISMATCH1 低電力モードでのIDAC1と IDAC2
の不整合

– – 9.2 LSB LSB=37.5nA (Typ)

SID322A IDACMISMATCH2 中電力モードでのIDAC1と IDAC2
の不整合

– – 6 LSB LSB=300nA (Typ)

SID322B IDACMISMATCH3 高電力モードでのIDAC1と IDAC2
の不整合

– – 5.8 LSB LSB=2.4A (Typ)

SID323 IDACSET8 8 ビッ ト IDAC の 0.5 LSB に
達するまでのセト リング時間

– – 10 s フルスケール遷移。
外部負荷なし

SID324 IDACSET7 7 ビッ ト IDAC の 0.5 LSB に
達するまでのセト リング時間

– – 10 s フルスケール遷移。
外部負荷なし

SID325 CMOD 外部モジュレータ  コンデンサ – 2.2 – nF 5V 定格、X7R または NP0
コンデンサ

表 15.  CapSense シグマデルタ  (CSD) の仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件
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表 16.  CSD ADC の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

CSDv2 ADC の仕様

SIDA94 A_RES 分解能 – – 10 ビッ ト ミ リ秒毎にオートゼロが必要

SID95 A_CHNLS_S チャネル数－シングル 
エンド

– – 16 –

SIDA97 A-MONO 単調増加性 – – 有 – VREF モード

SIDA98 A_GAINERR_VREF ゲイン誤差 – 0.6 – % リファレンスソース : SRSS。 
(VREF=1.20V、 VDDA<2.2V)、
(VREF=1.6V、 2.2V<VDDA<2.7V)、
(VREF=2.13V、 VDDA>2.7V)

SIDA98A A_GAINERR_VDDA ゲイン誤差 – 0.2 – % リファレンスソース : SRSS。 
(VREF=1.20V、 VDDA<2.2V)、
(VREF=1.6V、 2.2V<VDDA<2.7V)、
(VREF =2.13V、 VDDA>2.7V)

SIDA99 A_OFFSET_VREF 入力オフセッ ト電圧 – 0.5 – lsb ADC 校正後、 リファレンスソース

=SRSS (VREF=1.20V、 VDDA<2.2V)、
(VREF=1.6V、 2.2V<VDDA<2.7V)、
(VREF=2.13V、 VDDA >2.7V) 

SIDA99A A_OFFSET_VDDA 入力オフセッ ト電圧 – 0.5 – lsb ADC 校正後、 リファレンスソース

=SRSS (VREF=1.20V、 VDDA<2.2V)、
(VREF=1.6V、 2.2V<VDDA<2.7V)、
(VREF=2.13V、 VDDA >2.7V) 

SIDA100 A_ISAR_VREF 消費電流 – 0.3 – mA CSD ADC ブロック電流

SIDA100A A_ISAR_VDDA 消費電流 – 0.3 – mA CSD ADC ブロック電流

SIDA101 A_VINS_VREF 入力電圧範囲 – シングル 
エンド

VSSA – VREF V (VREF=1.20V、 VDDA<2.2V)、
(VREF=1.6V、 2.2V<VDDA<2.7V)、
(VREF=2.13V、 VDDA>2.7V)

SIDA101A A_VINS_VDDA 入力電圧範囲 – シングル 
エンド

VSSA – VDDA V (VREF=1.20V、 VDDA<2.2V)、
(VREF=1.6V、 2.2V<VDDA<2.7V)、
(VREF=2.13V、 VDDA>2.7V)

SIDA103 A_INRES 入力充電抵抗 – 15 – k

SIDA104 A_INCAP 入力容量 – 41 – pF

SIDA106 A_PSRR 電源電圧変動除去比 (DC) – 60 – dB

SIDA107 A_TACQ サンプル取得時間 – 10 – µs 入力インピーダンス 50Ω で測定。10s
はデフォルトのソ フ ト ウェア ド ライ

バーの取得時間。 0.05% 以下で安定

SIDA108 A_CONV8 変換速度 = Fhclk/(2"(N+2))
での8ビッ ト分解能の変換時
間。クロック周波数 =50MHz

– 25 – s 取得時間を含まない

SIDA108A A_CONV10 変換速度 = Fhclk/(2"(N+2))
での 10 ビッ ト分解能の変換
時間。 クロック周波数
=50MHz

– 60 – s 取得時間を含まない

SIDA109 A_SND_VRE 信号対ノ イズおよび歪み比
(SINAD)

– 57 – dB 50のソースインピーダンスで測定

SIDA109A A_SND_VDDA 信号対ノ イズおよび歪み比
(SINAD)

– 52 – dB 50のソースインピーダンスで測定
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デジタル ペリフェラル

SIDA111 A_INL_VREF 積分非直線性。 11.6ksps – – 2 LSB 50のソースインピーダンスで測定

SIDA111A A_INL_VDDA 積分非直線性。 11.6ksps – – 2 LSB 50のソースインピーダンスで測定

SIDA112 A_DNL_VREF 微分非直線性。 11.6ksps – – 1 LSB 50のソースインピーダンスで測定

SIDA112A A_DNL_VDDA 微分非直線性。 11.6ksps – – 1 LSB 50のソースインピーダンスで測定

表 16.  CSD ADC の仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 17.  タイマー／カウンター／ PWM (TCPWM) の仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.TCPWM.1 ITCPWM1 8MHz でのブロック消費電流 – – 70 A すべてのモード  (TCPWM)

SID.TCPWM.2 ITCPWM2 24MHz でのブロック消費電流 – – 180 A すべてのモード  (TCPWM)

SID.TCPWM.2A ITCPWM3 50MHz でのブロック消費電流 – – 270 A すべてのモード  (TCPWM)

SID.TCPWM.2B ITCPWM4 100MHz でのブロック消費電流 – – 540 A すべてのモード  (TCPWM)

SID.TCPWM.3 TCPWMFREQ 動作周波数 – – 100 MHz
Fc max=Fcpu
最大 =100MHz

SID.TCPWM.4 TPWMENEXT
すべてのト リガ イベン トに
よる入力ト リガ パルス幅

2/Fc – – ns

選択した動作モードによって、
ト リガ イベン トは停止、 開始、
リ ロー ド、 カウン ト、 キャ プ
チャ、 またはキル

SID.TCPWM.5 TPWMEXT 出力ト リガ パルス幅 1.5/Fc – – ns
オーバーフ ロー、 アンダーフ
ローおよび CC ( カウンター = 
比較値 ) ト リガ出力の最小幅

SID.TCPWM.5A TCRES カウンター分解能 1/Fc – – ns 逐次カウン ト同士間の最小時間 

SID.TCPWM.5B PWMRES PWM 分解能 1/Fc – – ns PWM 出力の最小パルス幅

SID.TCPWM.5C QRES 直交位相入力分解能 2/Fc – – ns
直交位相入力同士間の最小パル
ス幅。 ピンからの遅延は同様
でなければならない
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表 18.  シリアル通信ブロック  (SCB) の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

固定 I2C の DC 仕様 

SID149 II2C1 100kHz でのブロック消費電流 – – 30 A

SID150 II2C2 400kHz でのブロック消費電流 – – 80 A

SID151 II2C3 1Mbps でのブロック消費電流 – – 180 A

SID152 II2C4 ディープ スリープ モードで有効時の I2C – – 1.7 A 60°C 時

固定 I2C の AC 仕様 

SID153 FI2C1 ビッ ト  レート – – 1 Mbps

固定 UART の DC 仕様

SID160 IUART1 100Kbps でのブロック消費電流 – – 30 A

SID161 IUART2 1000Kbps でのブロック消費電流 – – 180 A

固定 UART の AC 仕様

SID162A FUART1 ビッ ト  レート – – 3 Mbps ULP モード

SID162B FUART2 – – 8 Mbps LP モード

固定 SPI の DC 仕様

SID163 ISPI1 1Mbps でのブロック消費電流 – – 220 A

SID164 ISPI2 4Mbps でのブロック消費電流 – – 340 A

SID165 ISPI3 8Mbps でのブロック消費電流 – – 360 A

SID165A ISP14 25Mbps でのブロック消費電流 – – 800 A

LP モード  (1.1V) の固定 SPI の AC 仕様 ( 特に注記がない限り )

SID166 FSPI SPI 動作周波数 ( マスターと外部
クロック供給されるスレーブ )

– – 25 MHz ULP (0.9V) モー ド では最大
14MHz

SID166A FSPI_IC SPI スレーブ、 内部クロック供給 – – 15 MHz ULP (0.9V) モー ド では最大
5MHz

LP モード  (1.1V) の固定 SPI マスター モードの AC 仕様 ( 特に注記がない限り )

SID167 TDMO SClock 駆動エッジ後の MOSI 有効時間 – – 12 ns ULP (0.9V) モードでは最大 20ns

SID168 TDSI SClock キャプチャ  エッジまでの MISO
有効期間

5 – – ns フルクロック、MISO の遅いサン
プリング

SID169 THMO MOSI データ  ホールド時間 0 – – ns スレーブ キャプチャ  エッジを
基準とする

LP モード  (1.1V) の固定 SPI スレーブ モードの AC 仕様 ( 特に注記がない限り )

SID170 TDMI Sclock キャプチャ  エッジまでの MOSI
有効期間

5 – – ns

SID171A TDSO_EXT Sclock駆動エッジからのMISO有効期間、
外部クロック  モード

– – 20 ns ULP (0.9V) モードでは最大 35ns

SID171 TDSO Sclock駆動エッジからのMISO有効期間、
内部クロック  モード

– – TDSO_EXT 
+ 3*Tscb

ns Tscb はシリアル通信ブロックの
クロック周期 

SID171B TDSO Sclock駆動エッジからのMISO有効期間、
メジアン フ ィルターが有効の内部
クロックモード

– – TDSO_EXT 
+ 4*Tscb

ns Tscb はシリアル通信ブロックの
クロック周期 

SID172 THSO 前の MISO データ  ホールド時間 5 – – ns

SID172A TSSELSCK1 SSEL 有効から最初の SCK 有効エッジ
までの時間

65 – – ns

SID172B TSSELSCK2 最後の SCK 有効エッジからの SSEL
ホールド時間

– – 65 ns
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LCD の仕様 

メモリ

表 19.  LCD ダイレク ト  ド ライブの DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID154 ILCDLOW 低電力モードでの動作電流 – 5 – A 50Hz での 16×4 小型セ
グメン ト  ディスプレイ

SID155 CLCDCAP
セグメン ト／コモン ド ライバー当たり
の LCD 静電容量

– 500 5000 pF –

SID156 LCDOFFSET 長時間セグメン ト  オフセッ ト – 20 – mV –

SID157 ILCDOP1
PWM モード電流。 
3.3V バイアス、 8MHz IMO、 25°C

– 0.6 – mA 32×4 セグメン ト
50Hz 

SID158 ILCDOP2
PWM モード電流。 
3.3V バイアス、 8MHz IMO、 25°C

– 0.5 – mA 32×4 セグメン ト
50Hz

表 20.  LCD ダイレク ト  ド ライブの AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID159 FLCD LCD フレーム レート 10 50 150 Hz –

注 ：

4. フラ ッシュ  メモリに書き込むには最大 16 ミ リ秒かかります。 この間デバイスをリセッ ト しないで ください。 リセッ トするとフラ ッシュ  メモリの動作が中断
され、 正常に完了したことが保証されません。 リセッ ト  ソースは XRES ピン、 ソフ トウェア リセッ ト、 CPU のロックアップ状態と特権違反、 不適切な電源
レベル、 ウォッチド ッグを含みます。 これらが誤ってアクテ ィブにされないことを確認して く ださい。

表 21.  フラッシュの仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

フラッシュの DC 仕様

SID173 VPE 消去およびプログラム電圧 1.71 – 3.6 V

フラ ッシュの AC 仕様

SID174 TROWWRITE 行 ( ブロック ) 書き込み時間
( 消去 + プログラム )

– – 16 ms 行 ( ブロック )=512 バイ ト

SID175 TROWERASE 行消去時間 – – 11 ms

SID176 TROWPROGRAM 消去後の行のプログラム時間 – – 5 ms

SID178 TBULKERASE バルク消去時間 (1024K バイ ト ) – – 11 ms

SID179 TSECTORERASE セクタ消去時間 (256K バイ ト ) – – 11 ms セクタごとに 512 行

SID178S TSSERIAE サブセクタ消去時間 – – 11 ms サブセクタごとに 8 行

SID179S TSSWRITE サブセクタ書き込み時間
(1 消去 + 8 プログラム )

– – 51 ms

SID180S TSWRITE セクタ書き込み時間
(1 消去 +512 プログラム )

– – 2.6 秒

SID180 TDEVPROG 総デバイス プログラム時間 – – 15 秒

SID181 FEND フラッシュ  アクセス可能回数 100K – – サイクル

SID182 FRET1 フ ラ ッ シ ュ の デ ー タ 保 持 期 間。
Ta25°C、 100K P/E サイクル

10 – – 年

SID182A FRET2 フ ラ ッ シ ュ の デ ー タ 保 持 期 間。
Ta85°C、 10K P/E サイクル

10
– – 年

SID182B FRET3 フ ラ ッ シ ュ の デ ー タ 保 持 期 間。
Ta55°C、 20K P/E サイクル

20 – – 年

SID256 TWS100 100MHz でのウェイ ト  ステートの数 3 – – 

SID257 TWS50 50MHz でのウェイ ト  ステートの数 2 – – 
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システム リソース

表 22.  PSoC 6 システム リソース

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

ブラウンアウト機能パワーオンリセッ トの DC 仕様

精密 POR (PPOR)

SID190 VFALLPPOR
アクティブ モード とスリープ モードで
の BOD ト リ ップ電圧。 VDDD

1.54 – – V 1.54V 以下で BOD リセッ トが
発生 

SID192 VFALLDPSLP
ディープ スリープ モードでの BOD
ト リ ップ電圧。 VDDD

1.54 – – V –

SID192A VDDRAMP 最大電源ランプ速度 ( 任意の電源 ) – – 100 mV/s アクテ ィブ モード

ブラウンアウト機能パワーオンリセッ トの AC 仕様

SID194A VDDRAMP_DS
ディープスリープ モードでの最大電源
ランプ速度 ( 任意の電源 )

– – 10 mV/s BOD 動作が保証 

電圧モニターの DC 仕様

SID195R VHVD0 1.18 1.23 1.27 V –

SID195 VHVDI1 1.38 1.43 1.47 V –

SID196 VHVDI2 1.57 1.63 1.68 V –

SID197 VHVDI3 1.76 1.83 1.89 V –

SID198 VHVDI4 1.95 2.03 2.1 V –

SID199 VHVDI5 2.05 2.13 2.2 V –

SID200 VHVDI6 2.15 2.23 2.3 V –

SID201 VHVDI7 2.24 2.33 2.41 V –

SID202 VHVDI8 2.34 2.43 2.51 V –

SID203 VHVDI9 2.44 2.53 2.61 V –

SID204 VHVDI10 2.53 2.63 2.72 V –

SID205 VHVDI11 2.63 2.73 2.82 V –

SID206 VHVDI12 2.73 2.83 2.92 V –

SID207 VHVDI13 2.82 2.93 3.03 V –

SID208 VHVDI14 2.92 3.03 3.13 V –

SID209 VHVDI15 3.02 3.13 3.23 V –

SID211 LVI_IDD ブロック電流 – 5 15 A –

電圧モニターの AC 仕様

SID212 TMONTRIP 電圧モニター ト リ ップ時間 – – 170 ns –
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SWD インターフェース 

内部主発振器

内部低速発振器  

表 23.  SWD および配線の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SWD および配線インターフェース

SID214 F_SWDCLK2 1.7VVDDD3.6V – – 25 MHz LP モード。
VCCD=1.1V

SID214L F_SWDCLK2L 1.7VVDDD3.6V – – 12 MHz ULP モード。
VCCD=0.9V

SID215 T_SWDI_SETUP T=1/f SWDCLK 0.25*T – – ns

SID216 T_SWDI_HOLD T=1/f SWDCLK 0.25*T – – ns

SID217 T_SWDO_VALID T=1/f SWDCLK – – 0.5*T ns

SID217A T_SWDO_HOLD T=1/f SWDCLK 1 – – ns

SID214T F_TRCLK_LP1 ト レース データのセッ トアップと
ホールド時間はそれぞれ2nsと1ns

– – 75 MHz LP モード。
VDD=1.1V

SID215T F_TRCLK_LP2 ト レース データのセッ トアップと
ホールド時間はそれぞれ3nsと2ns

– – 70 MHz LP モード。
VDD=1.1V

SID216T F_TRCLK_ULP ト レース データのセッ トアップと
ホールド時間はそれぞれ3nsと2ns

– – 25 MHz ULP モード。
VDD=0.9V

表 24.  IMO の DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID218 IIMO1 8MHz での IMO 動作電流 – 9 15 A –

表 25.  IMO の AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID223 FIMOTOL1 8MHz を中心とする周波数変動 – – ±2 % –

SID227 TJITR
サイクル ツー サイクルと周期の
ジッ タ

– 250 – ps –

表 26.  ILO の DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID231 IILO2 32kHz での ILO 動作電流 – 0.3 0.7 A –

表 27.  ILO の AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID234 TSTARTILO1 ILO 起動時間 – – 7 s 最終周波数の 95% に
達するまでの起動時間

SID236 TLIODUTY ILO のデューティ比 45 50 55 % –

SID237 FILOTRIM1 32kHz の調整後周波数 28.8 32 35.2 kHz 変動 ±10%
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水晶発振器の仕様

外部クロックの仕様

表 28.  ECO の仕様 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

MHz ECO の DC 仕様

SID316 IDD_MHz
Cload が 18pF 以下の場合のブロック
動作電流

– 800 1600 A Max=33MHz、 
Typ = 16MHz

MHz ECO の AC 仕様

SID317 F_MHz 水晶の周波数範囲 4 – 33 MHz –

kHz ECO の DC 仕様

SID318 IDD_kHz 32kHz 水晶でのブロック動作電流 – 0.38 1 A –

SID321E ESR32K 等価直列抵抗 – 80 – k –

SID322E PD32K 駆動レベル – – 1 W –

kHz ECO の AC 仕様

SID319 F_kHz 32kHz の調整後周波数 – 32.768 ～ kHz –

SID320 Ton_kHz 起動時間 – – 500 ms –

SID320E FTOL32K 周波数許容誤差 – 50 250 ppm –

表 29.  外部クロック仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID305 EXTCLKFREQ 外部クロック入力周波数 0 – 100 MHz –

SID306 EXTCLKDUTY デューティ比 ； VDD/2 で測定 45 – 55 % –

表 30.  PLL 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID305P PLL_LOCK PLL がロックされるまでの時間 – 16 50 s –

SID306P PLL_OUT PLL ブロック出力の周波数 – – 150 MHz –

SID307P PLL_IDD PLL 電流 – 0.55 1.1 mA Typ は 100MHz 出力の
場合

表 31.  クロック  ソースの切り替え時間

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID262 TCLKSWITCH
クロック周期での clk 1 から clk 2 への
クロック切り替え

– –
4 clk1 + 
3 clk2 周期 –
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注 ：

5. FLL の非分周出力は、 入力周波数の少な く とも 2.5 倍でなければなりません。

表 32.  周波数ロック  ループ (FLL) の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

周波数ロック  ループ (FLL) の仕様

SID450 FLL_RANGE 入力周波数範囲 0.001 – 100 MHz Min の時、 USB SOF
信 号 が ロ ッ ク 可 能
(1kHz)。 Max は外部
入力用

SID451 FLL_OUT_DIV2 出力周波数範囲。
VCCD=1.1V

24.00 – 100.00 MHz FLL 2 分周出力時の
出力範囲

SID451A FLL_OUT_DIV2 出力周波数範囲。
VCCD=0.9V

24.00 – 50.00 MHz FLL 2 分周出力時の
出力範囲

SID452 FLL_DUTY_DIV2 2 分周出力。 HIGH または LOW 47.00 – 53.00 %

SID454 FLL_WAKEUP ディープスリープ ウェイクアップで
安定入力クロ ッ クから最終値の誤差
が 1% に達するまでの時間

– – 7.50 s IMO 入力

SID455 FLL_JITTER 周期ジッ タ  (1 シグマ ) 50.00 – 35.00 ps 48MHz で 50ps、
100MHz で 35ps

SID456 FLL_CURRENT CCO+ ロジック電流 – – 5.50 A/MHz

表 33.  UDB の AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

データ  パス性能

SID249 FMAX-TIMER
UDB ペアの 16 ビッ ト  タイマーの
最大周波数

– – 100 MHz –

SID250 FMAX-ADDER
UDB ペアの 16 ビッ ト加算器の最大
周波数

– – 100 MHz –

SID251 FMAX_CRC
UDB ペアの 16 ビッ ト CRC/PRS の
最大周波数

– – 100 MHz –

UDB での PLD 性能

SID252 FMAX_PLD
UDB ペアの 2 パス PLD 機能の最大
周波数

– – 100 MHz –

クロック入力からデータ出力までの性能

SID253 TCLK_OUT_UDB1
クロッ ク入力からデータ出力までの
伝播遅延時間 

– 5 – ns –

UDB ポート  アダプタの仕様

条件 : 負荷 10pF、 3V の VDDIO および VDDD

SID263 TLCLKDO LCLK から出力までの遅延時間 – – 11 ns –

SID264 TDINLCLK 入力セッ トアップから LCLK 立ち上
がりエッジまでの時間

– – 7 ns –

SID265 TDINLCLKHLD LCLK クロック立ち上がりエッジ
からの入力ホールド時間

5 – – ns –

SID266 TLCLKHIZ LCLK から出力ト ライステート まで
の時間

– – 28 ns –

SID267 TFLCLK LCLK 周波数 – – 33 MHz –

SID268 TLCLKDUTY LCLK デューティ比 (HIGH 時の割合 ) 40% – 60% % –
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表 34.  USB の仕様 (USB は LP モード 1.1V 内部電源が必要 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

USB ブロックの仕様

SID322U Vusb_3.3 USB 動作用のデバイス電源電圧 3.15 – 3.6 V
USB 設定済み、
USB レギュレータが
バイパス

SID323U Vusb_3.3 USB 動作用のデバイス電源電圧 ( 機能
動作のみ )

2.85 – 3.6 V
USB 設定済み、
USB レギュレータが
バイパス

SID325U Iusb_config アクティブ モードでのデバイス供給電流 – 8 – mA VDDD=3.3V

SID328 Isub_suspend スリープ モードでのデバイス供給電流 – 0.5 – mA VDDD=3.3V、
PICU ウェイクアップ

SID329 Isub_suspend スリープ モードでのデバイス供給電流 – 0.3 – mA VDDD=3.3V、
デバイス未接続

SID330U USB_Drive_Res USB ド ライバー インピーダンス 28 – 44  直列抵抗はチ ッ プに
搭載

SID331U USB_Pulldown ホスト  モードでの USB プルダウン抵抗 14.25 – 24.8 k –

SID332U USB_Pullup_Idle アイ ドル モード範囲 900 – 1575  バス アイ ドル

SID333U USB_Pullup アクティブ モード 1425 – 3090  アップスト リーム 
デバイス送信

表 35.  QSPI の仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SMIF QSPI 仕様。 すべての仕様には 15-pF の負荷

SID390Q Fsmifclock SMIF QSPI 出力クロック周波数 – – 80 MHz LP モード  (1.1V)

SID390QU Fsmifclocku SMIF QSPI 出力クロック周波数 – – 50 MHz ULP モード  (0.9V)。
特性上保証

SID397Q Idd_qspi LP モードでのブロック電流 (1.1V) – – 1900 A LP モード  (1.1V)

SID398Q Idd_qspi_u ULP モードでのブロック電流 (0.9V) – – 590 A ULP モード  (0.9V)

SID391Q Tsetup クロック  キャプチャ  エッジに対する
入力データ  セッ トアップ時間

4.5 – – ns

SID392Q Tdatahold クロック  キャプチャ  エッジに対する
入力データ  ホールド時間

0 – – ns

SID393Q Tdataoutvalid クロ ッ ク立ち下がりエッジに対する
出力データ有効時間

– – 3.7 ns

SID394Q Tholdtime クロ ッ ク立ち上がりエッジに対する
出力データ  ホールド時間

3 – – ns

SID395Q Tseloutvalid クロ ッ ク立ち上がりエッジに対する
出力選択有効時間

– – 7.5 ns

SID396Q Tselouthold クロ ッ ク立ち上がりエッジに対する
出力選択ホールド時間

Tsclk – – ns Tsclk=Fsmifclk
サイクル時間
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表 36.  オーディオ サブシステムの仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

オーディオ サブシステムの仕様

PDM の仕様

SID400P PDM_IDD1 PDM アクテ ィブ電流、 ステレオ
動作、 1MHz クロック

– 175 – A 16ksps での 16 ビッ ト  
オーディオ

SID401 PDM_IDD2 PDM アクテ ィブ電流、 ステレオ
動作、 3MHz クロック

– 600 – A 48ksps での 24 ビッ ト  
オーディオ

SID402 PDM_JITTER PDM クロックでの RMS ジッ タ -200 – 200 ps

SID403 PDM_CLK PDM クロック速度 0.384 – 3.072 MHz

SID403A PDM_BLK_CLK PDM ブロック入力クロック 1.024 – 49.152 MHz

SID403B PDM_SETUP デ ー タ 入力 セ ッ ト ア ッ プ か ら
PDM_CLK エッジまでの時間

10 – – ns

SID403C PDM_HOLD データ入力ホールドからPDM_CLK
エッジまでの時間

10 – – ns

SID404 PDM_OUT オーディオ サンプリング速度 8 – 48 ksps

SID405 PDM_WL ワード長 16 – 24 ビッ ト

SID406 PDM_SNR 信号対雑音比 (A 加重 ) – 100 – dB PDM 入力、 20Hz ～ 20kHz
帯域幅

SID407 PDM_DR 動的範囲 (A 加重 ) – 100 – dB 20Hz ～ 20kHz 帯域幅、
-60dB フルスケール

SID408 PDM_FR 周波数応答 -0.05 – – dB DC 精度が 0.45f

SID409 PDM_SB 停止帯域 – 0.566 – f

SID410 PDM_SBA 停止帯域減衰 – 60 – dB

SID411 PDM_GAIN 調整可能ゲイン -12 – 10.5 dB PDM-PCM、 1.5dB ／
ステップ

SID412 PDM_ST 起動時間 – 48 – WS ( ワード選択 ) サイクル

I2S 仕様。 特に指定のない限り、 LP モードおよび ULP モードでも同じ

SID413 I2S_WORD I2S ワード長 8 – 32 ビッ ト

SID414 I2S_WS LP モードでのワード  クロック
周波数

– – 192 kHz 32 ビッ ト  ワードの
12.288MHz ビッ ト  クロック

SID414M I2S_WS_U ULP モードでのワード  クロック
周波数

– – 48 kHz 32 ビッ ト  ワードの
3.072MHz ビッ ト  クロック

SID414A I2S_WS_TDM LP の TDM モードのワード  
クロック周波数 

– – 48 kHz 8 本の 32 ビッ ト  チャネル

SID414X I2S_WS_TDM_
U

ULP の TDM モードでのワード  
クロック周波数

– – 12 kHz 8 本の 32 ビッ ト  チャネル

I2S スレーブ モード

SID430 TS_WS
LP モードでの WS セッ トアップ
から次の SCK 立ち上がりエッジ
までの時間

5 – – ns

SID430U TS_WS
ULP モードでの WS セッ トアップ
から次の SCK 立ち上がりエッジ
までの時間

11 – – ns

SID430A TH_WS WS ホールドから次の SCK エッジ
までの時間

TMCLK_S
OC + 5

– – ns
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SID432 TD_SDO LP モードでの TX_SCK エッジから
の TX_SDO 遷移の遅延時間

-(TMCLK_
SOC+25) – TMCLK_

SOC+25 ns 関連するクロック  エッジは
選択された極性に依存する

SID432U TD_SDO ULP モードでの TX_SCK エッジ
からの TX_SDO 遷移の遅延時間

-(TMCLK_
SOC+70) – TMCLK_

SOC+70 ns 関連するクロック  エッジは
選択された極性に依存する

SID433 TS_SDI
LP モードでの RX_SDI セッ ト
アップから次の RX_SCK エッジ
までの時間

5 – – ns

SID433U TS_SDI
ULP モードでの RX_SDI セッ ト
アップから次の RX_SCK エッジ
までの時間

11 – – ns

SID434 TH_SDI RX_SDI ホールドから RX_SCK
立ち上がりエッジまでの時間

TMCLK_S
OC + 5 – – ns

SID435 TSCKCY TX ／ RX_SCK ビ ッ ト  クロ ッ ク
デューティ比

45 – 55 %

I2S マスター モード

SID437 TD_WS LP モードでの SCK 立ち下がり
エッジからの WS 遷移の遅延時間

-10 – 20 ns

SID437U TD_WS_U ULP モードでの SCK 立ち下がり
エッジからの WS 遷移の遅延時間

-10 – 40 ns

SID438 TD_SDO LP モードでの SCK 立ち下がり
エッジからの SDO 遷移の遅延時間

-10 – 20 ns

SID438U TD_SDO ULP モードでの SCK 立ち下がり
エッジからの SDO 遷移の遅延時間

-10 – 40 ns

SID439 TS_SDI SDIセッ トアップから関連するSCK
エッジまでの時間

5 – – ns 関連するクロック  エッジは
選択された極性に依存する

SID440 TH_SDI SDI ホールドから関連する SCK
エッジまでの時間

TMCLK_S
OC+5 – – ns

「T」 は TX ／ RX_SCK
ビッ ト  クロック周期 - 関連
するクロック  エッジは選択
された極性に依存する

SID443 TSCKCY SCK ビッ ト  クロック  デューティ比 45 – 55 %

SID445 FMCLK_SOC LP モードでの MCLK_SOC 周波数 1.024 – 98.304 MHz FMCLK_SOC=8* ビッ ト
クロック

SID445U FMCLK_SOC_U ULPモードでのMCLK_SOC周波数 1.024 – 24.576 MHz FMCLK_SOC_U=8* ビッ ト
クロック

SID446 TMCLKCY MCLK_SOC デューティ比 45 – 55 %

SID447 TJITTER MCLK_SOC 入力ジッ タ  -100 – 100 ps

表 36.  オーディオ サブシステムの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 37.  Smart I/O 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID420 SMIO_BYP Smart I/O バイパス遅延時間 – – 2 ns –

SID421 SMIO_LUT Smart I/O LUT 伝播遅延時間 – 未定 – ns –
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表 38.  BLE サブシステムの仕様

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

BLE サブシステム仕様

RF レシーバー仕様 (1Mbps)

SID317R RXS、 IDLE
ト ランス ミ ッ タがアイディ アル時
の受信感度

– -95 – dBm RF 動作周波数範囲全般

SID317RR RXS、 IDLE ト ランス ミ ッ タがアイディ アル時
の受信感度

– -93 – dBm 255 バイ ト  パケッ ト長、
周波数範囲全般

SID318R RXS、 DIRTY
ト ランスミ ッ タがダーティ時の
受信感度

– –92 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/01/C)

SID319R PRXMAX PER の 0.1% 未満の最大受信信号
強度

– 0 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/06/C)

SID320R CI1
同一チャネル干渉。 
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
FRX

– 9 21 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID321R CI2
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
FRX±1MHz 

– 3 15 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID322R CI3
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
FRX±2MHz 

– –26 -17 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID323R CI4
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号 ≥
FRX ± 3MHz 

– –33 –27 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID324R CI5
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、干渉信号がイ
メージ周波数 (FIMAGE)

– -20 –9 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID325R CI6
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、干渉信号がイ
メージ周波数 (FIMAGE±1MHz) 

– –28 -15 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

RF レシーバー仕様 (2Mbps)

SID326 RXS、 IDLE
ト ランス ミ ッ タがアイディ アル時
の受信感度

– –92 – dBm RF 動作周波数範囲全般

SID326R RXS、 IDLE ト ランス ミ ッ タがアイディ アル時
の受信感度

– –90 – dBm 255 バイ ト  パケッ ト長、
周波数範囲全般

SID327 RXS、 DIRTY
ト ランス ミ ッ タがダーテ ィ時の受
信感度

– –89 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/01/C)

SID328R PRXMAX PER の 0.1% 未満の最大受信信号
強度

– 0 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/06/C)

SID329R CI1
同一チャネル干渉。 
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
FRX

– 9 21 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID330 CI2
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
FRX±2MHz 

– 3 15 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID331 CI3
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
FRX±4MHz 

– -26 -17 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)
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SID332 CI4
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
≥FRX±6MHz 

– –33 -27 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID333 CI5
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
イメージ周波数 (FIMAGE)

– -20 –9 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

SID334 CI6
隣接チャネル干渉。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
イメージ周波数 (FIMAGE±2MHz) 

– –28 -15 dB RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/03/C)

RF レシーバー仕様 (1 & 2Mbps)

SID338 OBB1
帯域外ブロッキング。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
F=30 ～ 2000MHz

-30 –27 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/04/C)

SID339 OBB2
帯域外ブロッキング。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
F=2003 ～ 2399MHz

-35 –27 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/04/C)

SID340 OBB3
帯域外ブロッキング。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
F=2484 ～ 2997MHz

-35 –27 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/04/C)

SID341 OBB4
帯域外ブロッキング。
希望信号が -67dBm、 干渉信号が
F=3000 ～ 12750MHz

-30 –27 – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/04/C)

SID342 IMD

相互変調性能。
希望信号 -64dBm、 1Mbps BLE、 3
番目、 4 番目、 5 番目のオフセッ ト
チャネル

–50 – – dBm RF-PHY 仕様 
(RCV-LE/CA/05/C)

SID343 RXSE1 レシーバー スプリアス発射。
30MHz ～ 1.0GHz

– – -57 dBm 100kHz 測定帯域幅
ETSI EN300 328 V2.1.1

SID344 RXSE2 レシーバー スプリアス発射。
1.0GHz ～ 12.75GHz

– – -53 dBm 1MHz 測定帯域幅
ETSI EN300 328 V2.1.1

RF ト ランス
ミ ッ タ仕様

– – – –

SID345 TXP、 ACC RF パワー精度 -1 – 1 dB

SID346 TXP、 RANGE 周波数の精度 – 24 – dB -20dBm ～ +4dBm

SID347 TXP、 0dBm 出力パワー、 0dB ゲイン設定 – 0 – dBm

SID348 TXP、 MAX 出力パワー、 最大パワー設定 – 4 – dBm

SID349 TXP、 MIN 出力パワー、 最小パワー設定 – -20 – dBm

SID350 F2AVG 10101010 パターンの平均周波数
偏移

185 – – kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/05/C)

SID350R F2AVG_2M 2Mbps での 10101010 パターンの
平均周波数偏移

370 – – kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/05/C)

SID351 F1AVG 11110000 パターンの平均周波数
偏移

225 250 275 kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/05/C)

SID351R F1AVG_2M 2Mbps での 11110000 パターンの
平均周波数偏移

450 500 550 kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/05/C)

SID352 EO アイ開口 =∆F2AVG/∆F1AVG 0.8 – – – RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/05/C)

表 38.  BLE サブシステムの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件
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SID353 FTX、 ACC 周波数の精度 -150 – 150 kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/06/C)

SID354 FTX、 MAXDR 最大周波数ド リフ ト –50 – 50 kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/06/C)

SID355 FTX、 INITDR 初期周波数ド リフ ト -20 – 20 kHz RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/06/C)

SID356 FTX、 DR 最大ド リフ ト率 -20 – 20
kHz/
50s

RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/06/C)

SID357 IBSE1

2MHz オフセッ トでの帯域内
スプリアス発射 (1Mbps)
4MHz オフセッ トでの帯域内
スプリアス発射 (2Mbps)

– – -20 dBm RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/03/C)

SID358 IBSE2

3MHz オフセッ ト以上での帯域内
スプリアス発射 (1Mbps)
6MHz オフセッ ト以上での帯域内
スプリアス発射 (2Mbps)

– – -30 dBm RF-PHY 仕様 
(TRM-LE/CA/03/C)

SID359 TXSE1 ト ランスミ ッ タ  スプリアス発射
( 平均 )、 1.0GHz 未満

– – -55.5 dBm FCC-15.247

SID360 TXSE2 ト ランスミ ッ タ  スプリアス発射
( 平均 )、 1.0GHz 以上

-41.5 dBm FCC-15.247

RF 電流仕様

SID361 IRX1_wb 受信電流 (1Mbps) – 6.7 – mA VDD_NS = VDDD = 3.3V ；
降圧レギュレータを使用

SID362 ITX1_wb_0dBm 0dBm 設定時の送信電流 (1Mbps) – 5.7 – mA VDD_NS = VDDD = 3.3V ；
降圧レギュレータを使用

SID363 IRX1_nb 受信電流 (1Mbps) – 11 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID364 ITX1_nb_0dBm 0dBm 設定時の送信電流 (1Mbps) – 10 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID365 ITX1_nb_4dBm 4dBm 設定時の送信電流 (1Mbps) – 13 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID365R ITX1_wb_4dBm 4dBm 設定時の送信電流 (1Mbps) – 8.5 – mA VDD_NS = VDDD = 3.3V ；
降圧レギュレータを使用

SID366 ITX1_nb_20dBm -20dBm設定時の送信電流 (1Mbps) – 7 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID367 IRX2_wb 受信電流 (2Mbps) – 7 – mA VDD_NS = VDDD = 3.3V ；
降圧レギュレータを使用

SID368 ITX2_wb_0dBm 0dBm 設定時の送信電流 (2Mbps) – 5.7 – mA VDD_NS = VDDD = 3.3V ；
降圧レギュレータを使用

SID369 IRX2_nb 受信電流 (2Mbps) – 11.3 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID370 ITX2_nb_0dBm 0dBm 設定時の送信電流 (2Mbps) – 10 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID371 ITX2_nb_4dBm 4dBm 設定時の送信電流 (2Mbps) – 13 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

SID371R ITX2_wb_4dBm 4dBm 設定時の送信電流 (2Mbps) – 8.5 – mA VDD_NS = VDDD = 3.3V ；
降圧レギュレータを使用

表 38.  BLE サブシステムの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件
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SID372 ITX2_nb_20dBm -20dBm設定時の送信電流 (2Mbps) – 7 – mA 降圧レギュレータ未使用時
の VDDD 電流

無線部一般
仕様

– – – 

SID373 FREQ 無線動作周波数 2400 – 2482 MHz

SID374 CHBW チャネル間隔 – 2 – MHz

SID375 DR1 無線伝送速度 (1Mbps) – 1000 – Kbps

SID376 DR2 無線伝送速度 (2Mbps) – 2000 – Kbps

SID377 TXSUP ト ランスミ ッ タ起動時間 – 80 82 s

SID378 RXSUP レシーバー起動時間 – 80 82 s

RSSI 仕様 

SID379 RSSI、 ACC RSSI 精度 -4 – 4 dB -95dBm ～ -20dBm の測定
範囲

SID380 RSSI、 RES RSSI 分解能 – 1 – dB

SID381 RSSI、 PER RSSI サンプリング周期 – 6 – s

システム レベルの BLE 仕様

SID433R Adv_Pwr 1.28s、 32 バイ ト、 0dBm – 42 – W 3.3V、 降圧レギ ュ レー タ、
ディープ スリープ電流なし

SID434R Conn_Pwr_300 300ms、 0 バイ ト、 0dBm – 70 – W 3.3V、 降圧レギ ュ レー タ、
ディープ スリープ電流なし

SID435R Conn_Pwr_1S 1000ms、 0 バイ ト、 0dBm – 30 – W 3.3V、 降圧レギ ュ レー タ、
ディープ スリープ電流なし

SID436R Conn_Pwr_4S 4000ms、 0 バイ ト、 0dBm – 4 – W 3.3V、 降圧レギ ュ レー タ、
ディープ スリープ電流なし

表 38.  BLE サブシステムの仕様 ( 続き ) 

仕様 ID# パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 39.  ECO の仕様 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

16MHz 水晶発振器

SID382 FXO1 水晶周波数 – 16 – MHz –

SID383 ESR1 等価直列抵抗 – 100 250  –

SID384 Txostart1 起動時間 – 400 – s 周波数安定 
(16MHz±50ppm)

SID385 IXO1 動作電流 – 300 – A 水晶電流、 LDO および BG
を含む

32kHz 水晶発振子

SID386 FXO2 水晶周波数 – 32 MHz –

SID387 ESR2 等価直列抵抗 – 50 100  –

SID388 Txostart2 起動時間 – 400 – s 周波数安定 
(32MHz±50ppm)

SID389 IXO2 動作電流 – 350 – A 水晶電流、 LDO および BG
を含む

16MHz および 32MHz 水晶発振子

SID390 FTOL 周波数許容誤差 -20 – 20 ppm 調整後、 エージングと温度
ド リフ ト を含む

SID391 PD 駆動レベル – – 100 W –
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表 40.  高精度 ILO (PILO) 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID 430R IPILO 動作電流 – 1.2 4 A –

SID431 F_PILO PILO 公称周波数 – 32768 – Hz T=25°C、 20ppm の水晶
振動子

SID432R ACC_PILO 定期較正による PILO 精度 -500 – 500 ppm –
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注文情報

表 41 に PSoC 63 の製品番号と機能を示します。 次の表は、 BLE 無線を含む製品のマーケティング製品番号 (MPN) を示していま
す。 パッケージは 104 M CSP と 116 BGA で提供されます。 

表 42 はフ ィールドの値を示します。

表 41.  BLE シリーズ製品番号
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CY8C6336BZI-BLF03 150 – シングル LP 512 128 0 0 無 78 無 116-BGA

CY8C6316BZI-BLF03 50 – シングル ULP 512 128 0 0 無 78 無 116-BGA

CY8C6316BZI-BLF53 50 – シングル ULP 512 128 1 12 有 78 有 116-BGA

CY8C6337BZI-BLF13 150 – シングル LP 1024 288 0 0 有 78 無 116-BGA

CY8C6336BZI-BLD13 150 100 デュアル LP 512 128 0 0 有 78 無 116-BGA

CY8C6347BZI-BLD43 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 0 0 有 78 有 116-BGA

CY8C6347BZI-BLD33 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 1 12 有 78 無 116-BGA

CY8C6347BZI-BLD53 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 1 12 有 78 有 116-BGA

CY8C6347FMI-BLD13 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 0 0 有 70 無 104-MCSP

CY8C6347FMI-BLD43 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 0 0 有 70 有 104-MCSP

CY8C6347FMI-BLD33 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 1 12 有 70 無 104-MCSP

CY8C6347FMI-BLD53 150 ／
50

100 ／
25 デュアル 両方 1024 288 1 12 有 70 有 104-MCSP

表 42.  MPN 命名法

フ ィールド 説明 値 意味

CY8C サイプレスの接頭辞

6 アーキテクチャ 6 PSoC 6

A ファ ミ リ

0 値

1 プログラム可能

2 性能

3 接続性

B 速度

1 50MHz

2 100MHz

3 150MHz

4 150 ／ 50MHz
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C フラッシュ容量

4 128KB

5 256KB

6 512KB

7 1024KB

D パッケージ コード

AX TQFP I (0.8mm ピッチ )

AZ TQFP II (0.5mm ピッチ )

LQ QFN

BZ BGA

FM M-CSP

E 温度範囲

C 民生用

I 産業用

Q 産業用拡張温度範囲 (105°C)

F シリコン チップ ファ ミ リ  

該当なし PSoC 6A

S PSoC 6A-S ( 例 )

M PSoC 6A-M ( 例 )

L PSoC 6A-L ( 例 )

BL PSoC 6A-BLE

G コア

Z M0+

F M4

D デュアルコア M4 ／ M0+

XY 属性コード 00-99 特定ファ ミ リ向け機能セッ ト  コード

ES エンジニアリング サンプル ES エンジニアリング サンプルかどうか

T テープ／リール出荷 T テープ & リール出荷かどうか

表 42.  MPN 命名法

フ ィールド 説明 値 意味
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パッケージ

PSoC 63 は 116-BGA および 104-MCSP パッケージで提供されます。 

表 43.  パッケージの寸法

仕様 ID パッケージ 説明 パッケージ図番号

PKG_2 104-MCSP 104-MCSP、 3.850.65mm 高、 0.35mm ピッチ 002-16508

PKG_4 116-BGA 116-BGA、 5.26.40.70mm 高、 0.5mm ピッチ 002-16574

表 44.  パッケージ特性

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

TA 動作周囲温度 – -40 25.00 85 °C

TJ 動作接合部温度 – –40 – 100 °C

TJA パッケージ JA (116-BGA) – – 36 – °C/W

TJC パッケージ JC (116-BGA) – – 12 – °C/W

TJA パッケージ JA (104-CSP) – – 34 – °C/W

表 45.  はんだリフロー ピーク温度

パッケージ 最高ピーク温度 ピーク温度での最長時間

116-BGA 260°C 30 秒

104-MCSP 260°C 30 秒

表 46.  パッケージの湿度感度レベル (MSL)、 IPC/JEDEC J-STD-2

パッケージ MSL 

116-BGA MSL 3

104-MCSP MSL 3
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図 4.  104-WLCSP 3.8×5.0×0.65mm

002-16508 *E
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図 5.  116-BGA 5.2 × 6.4 × 0.70 mm

 002-16574 *B
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略語

表 47.  本書で使用する略語 

略語 説明

abus analog local bus ( アナログ ローカル バス )

ADC analog-to-digital converter 
( アナログ - デジタル変換器 )

AG analog global ( アナログ グローバル )

AHB
AMBA high-performance bus (AMBA ( アドバン
スト  マイクロコン ト ローラー バス アーキテク
チャ ) 高性能バス )。 Arm データ転送バスの一種

ALU arithmetic logic unit ( 算術論理装置 )

AMUXBUS
analog multiplexer bus
( アナログ マルチプレクサ バス )

API application programming interface ( アプリケー
シ ョ ン プログラ ミング インターフェース )

APSR application program status register ( アプリケー
シ ョ ン プログラム ステータス レジスタ )

Arm® advanced RISC machine ( 高度な RISC マシン )、
CPU アーキテクチャの一種

ATM automatic thump mode ( 自動サンプ モード )

BW bandwidth ( 帯域幅 )

CAN Controller Area Network ( コン ト ローラー エリア
ネッ トワーク )、 通信プロ ト コルの一種

CMRR common-mode rejection ratio ( 同相除去比 )

CPU central processing unit ( 中央演算処理装置 )

CRC cyclic redundancy check ( 巡回冗長検査 )、
エラー チェ ック  プロ ト コルの一種

DAC digital-to-analog converter ( デジタル - アナログ
変換器 )。 IDAC、 VDAC を参照

DFB digital filter block (デジタル フ ィルター ブロック )

DIO
digital input/output ( デジタル入出力 )、
アナログなし、 デジタル機能のみを持つ GPIO。
GPIO を参照

DMIPS Dhrystone million instructions per second 
( ド ライス トーン 100 万命令毎秒 )

DMA direct memory access ( ダイレク ト  メモリ  アク
セス )。 TD を参照

DNL differential nonlinearity ( 微分非直線性 )。
INL を参照

DNU do not use ( 使用禁止 )

DR port write data registers
( ポート書き込みデータ  レジスタ )

DSI
digital system interconnect 
( デジタル システム インターコネク ト )

DWT data watchpoint and trace
( データ  ウォッチポイン ト と ト レース )

ECC error correcting code ( エラー訂正コード )

ECO external crystal oscillator ( 外部水晶発振器 )

EEPROM
electrically erasable programmable read-only
memory ( 電気的消去書き込み可能な読み出し
専用メモリ )

EMI electromagnetic interference ( 電磁干渉 )

EMIF
external memory interface 
( 外部メモリ  インターフェース )

EOC end of conversion ( 変換の終了 )

EOF end of frame ( フレームの終了 )

EPSR execution program status register
( 実行プログラム ステータス レジスタ ) 

ESD electrostatic discharge ( 静電気放電 )

ETM embedded trace macrocell
( 埋め込みト レース マクロセル )

FIR finite impulse response ( 有限インパルス応答 )。
IIR を参照

FPB flash patch and breakpoint
( フラ ッシュ  パッチおよびブレークポイン ト )

FS full-speed ( フルスピード )

GPIO general-purpose input/output ( 汎用入出力 )。
PSoC ピンに適用

HVI high-voltage interrupt ( 高電圧割込み )。
LVI、 LVD 参照

IC integrated circuit ( 集積回路 )

IDAC current DAC ( 電流 DAC)。 DAC、 VDAC を参照

IDE
integrated development environment
( 統合開発環境 )

I2C ( 別名 : 
IIC)

Inter-Integrated Circuit ( インター インテグレー
テッ ド  サーキッ ト )、 通信プロ ト コルの一種

IIR infinite impulse response ( 無限インパルス応答 )。
FIR を参照

ILO internal low-speed oscillator ( 内部低速発振器 )。
IMO を参照

IMO internal main oscillator ( 内部主発振器 )。
ILO を参照

INL integral nonlinearity (積分非直線性 )。DNL を参照

I/O input/output ( 入出力 )。GPIO、DIO、SIO、USBIO
を参照

IPOR initial power-on reset (初期パワーオン リセッ ト ) 

IPSR interrupt program status register 
( 割込みプログラム ステータス レジスタ )

IRQ interrupt request ( 割込み要求 )

ITM
instrumentation trace macrocell 
( 計装ト レース マクロセル )

表 47.  本書で使用する略語 ( 続き ) 

略語 説明
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LCD liquid crystal display ( 液晶ディスプレイ )

LIN Local Interconnect Network ( ローカル インター
コネク ト  ネッ トワーク )。通信プロ ト コルの一種

LR link register ( リンク  レジスタ )

LUT lookup table ( ルックアップ テーブル )

LVD low-voltage detect ( 低電圧検出 )。
LVI を参照

LVI low-voltage interrupt ( 低電圧割込み )。
HVI を参照

LVTTL low-voltage transistor-transistor logic 
( 低電圧ト ランジスタ - ト ランジスタ  ロジック )

MAC multiply-accumulate ( 積和演算 )

MCU microcontroller unit
( マイクロコン ト ローラー ユニッ ト )

MISO master-in slave-out (マスター入力スレーブ出力)

NC no connect ( 未接続 )

NMI nonmaskable interrupt ( マスク不可割込み )

NRZ non-return-to-zero ( 非ゼロ復帰 )

NVIC nested vectored interrupt controller
( ネスト型ベクタ割込みコン ト ローラー )

NVL nonvolatile latch ( 不揮発性ラッチ )。
WOL を参照

opamp operational amplifier ( 演算増幅器 )

PAL programmable array logic ( プログラマブル アレ
イ  ロジック )。 PLD を参照

PC program counter ( プログラム カウンター )

PCB printed circuit board ( プリン ト回路基板 )

PGA programmable gain amplifier 
( プログラマブル ゲイン アンプ )

PHUB peripheral hub ( ペリフェラル ハブ )

PHY physical layer ( 物理層 )

PICU port interrupt control unit
( ポート割込み制御ユニッ ト )

PLA programmable logic array 
( プログラマブル ロジック  アレイ )

PLD programmable logic device ( プログラマブル ロ
ジック  デバイス )。 PAL を参照

PLL Phase-Locked Loop ( 位相同期回路 )

PMDD package material declaration data sheet 
( パッケージ材質宣言データシート )

POR power-on reset ( パワーオン リセッ ト )

PRES
precise power-on reset 
( 高精度パワーオン リセッ ト )

PRS pseudo random sequence ( 疑似乱数列 )

表 47.  本書で使用する略語 ( 続き ) 

略語 説明

PS port read data register 
( ポート読み出しデータ  レジスタ )

PSoC® Programmable System-on-Chip™ 
( プログラマブル システムオンチップ )

PSRR power supply rejection ratio
( 電源電圧変動除去比 )

PWM pulse-width modulator ( パルス幅変調器 )

RAM random-access memory
( ランダム アクセス メモリ )

RISC
reduced-instruction-set computing 
( 縮小命令セッ ト  コンピューテ ィング )

RMS root-mean-square ( 二乗平均平方根 )

RTC real-time clock ( リアル タイム クロック )

RTL register transfer language
( レジスタ転送レベル言語 )

RTR remote transmission request (リモート送信要求)

RX receive ( 受信 )

SAR successive approximation register 
( 逐次比較レジスタ )

SC/CT
switched capacitor/continuous time 
( スイッチト  キャパシタ／連続時間 )

SCL I2C serial clock (I2C シリアル クロック )

SDA I2C serial data (I2C シリアル データ )

S/H sample and hold ( サンプル／ホールド )

SINAD signal to noise and distortion ratio
( 信号対ノイズ比および歪み比 )

SIO special input/output ( 特殊入出力 )、
高度機能 GPIO。 GPIO を参照

SOC start of conversion ( 変換の開始 )

SOF start of frame ( フレームの開始 )

SPI Serial Peripheral Interface ( シリアル ペリフェラ
ル インターフェース )。 通信プロ ト コルの一種

SR slew rate ( スルー レート )

SRAM static random access memory
( スタテ ィ ック  ランダム アクセス メモリ )

SRES software reset ( ソフ トウェア リセッ ト )

SWD serial wire debug ( シリアル ワイヤ デバッグ )、
テス ト  プロ ト コルの一種

SWV single-wire viewer ( シングル ワイヤ ビューアー)

TD transaction descriptor ( ト ランザクシ ョ ン ディス
クリプタ )。 DMA を参照

THD total harmonic distortion ( 全高調波歪み )

TIA
transimpedance amplifier 
( ト ランスインピーダンス アンプ )

表 47.  本書で使用する略語 ( 続き ) 

略語 説明
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TRM technical reference manual
( 技術リファレンス マニュアル )

TTL transistor-transistor logic 
( ト ランジスタ - ト ランジスタ  ロジック )

TX transmit ( 送信 )

UART
Universal Asynchronous Receiver Transmitter
( 汎用非同期ト ランスミ ッ タ  レシーバ )。
通信プロ ト コルの一種

UDB
universal digital block
( ユニバーサル デジタル ブロック )

USB universal serial bus 
( ユニバーサル シリアル バス )

USBIO USB input/output (USB 入出力 )、
USB ポートへの接続に使用される PSoC ピン

VDAC voltage DAC ( 電圧 DAC)。 DAC、 IDAC を参照

WDT watchdog timer ( ウォッチド ッグ タイマー )

WOL write once latch ( 一度しか書き込めないラッチ )。
NVL を参照

WRES watchdog timer reset ( ウォッチド ッグ タイマー
リセッ ト )

XRES external reset I/O pin ( 外部リセッ ト I/O ピン )

XTAL crystal ( 水晶 )

表 47.  本書で使用する略語 ( 続き ) 

略語 説明
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本書の表記法

測定単位

表 48.  測定単位

記号 測定単位

°C 摂氏温度

dB デシベル

fF フェムト  ファラ ッ ド

Hz ヘルツ

KB 1024 バイ ト

kbps キロビッ ト毎秒

Khr キロ時間

kHz キロヘルツ

k キロオーム

ksps キロサンプル毎秒

LSB 最下位ビッ ト

Mbps メガビッ ト毎秒

MHz メガヘルツ

M メガオーム

Msps メガサンプル毎秒

A マイクロアンペア

F マイクロファラ ッ ド

H マイクロヘンリー

s マイクロ秒

V マイクロボルト

W マイクロワッ ト

mA ミ リアンペア

ms ミ リ秒

mV ミ リボルト

nA ナノアンペア

ns ナノ秒

nV ナノボルト

 オーム

pF ピコファラッ ド

ppm 100 万分の 1

ps ピコ秒

s 秒

sps サンプル数毎秒

sqrtHz ヘルツの平方根

V ボルト

表 48.  測定単位 ( 続き ) 

記号 測定単位
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エラッ タ

本節では現在サンプリング中の PSoC 6 製品ファ ミ リのエラッ タについて説明します。 詳細情報は、 エラッ タのト リガー条件、
影響の範囲、 可能な回避方法、 シリコン チップのレビジ ョ ンの適用可能性などを含んでいます。 

ご質問があれば、 最寄のサイプレスの販売代理店までご連絡ください。

影響を受ける製品番号

PSoC 6X 認定の状態

エンジニアリング サンプル ( 製品番号が ES および ES3 で終わるデバイス )

PSoC 6X エラッ タ  サマリ : パッケージでの名前が ES および ES3 で終わるデバイスは異なるエラッ タ  セッ ト を持っています。

この表は、 PS0C6XX-ES デバイスへのエラッ タの適用性を定義しています。

エラッ タ項目の詳細な説明は次のとおりです。

1. 124 BGA: 「VDDD 入力電圧 > 2.7V」 の場合の SIMO 降圧レギュレータ動作

■ 問題の定義

VDDD > 2.7V の場合、 SIMO 降圧レギュレータは非常に低い効率で動作します。

■ 影響を受けるパラメーター

消費電力

■ ト リガー条件

VDDD>2.7V

製品番号 デバイスの特性

CY8C6XX-ES および CY8C6XX-ES3 PSoC 6 製品ファ ミ リ

項目 CY8C6XX シリコン チップ
 レビジ ョ ン

修正状況

[1.]. 124 BGA: 「VDDD 入力電圧 > 2.7V」 の場合の SIMO 降圧
レギュレータ動作

すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[2]. UDB ディープスリープ後の状態保持 すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[3].116 BGA: HBM ESD 定格値 すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[4]. フラ ッシュ Read-While-Write (RWW) 機能は動作不可 すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q2

[5]. エミ ュレートの EEPROM セクタ  (32KB セクタ ) への書き
込みが完了した後、 フラ ッシュ RWW 機能は 1ms ブロックす
る必要がある

すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[6]. 監視フラ ッシュでのブート  フラ ッシュ  コードの CMAC
ベースの認証はなりすましができる

すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[7]. 保護コンテキスト  (PC) は、 クライアン トの PC を継承す
るシステム呼び出しでは正し く復元されない ( サイプレス提
供の API 呼び出しでは既にこのエラーが対策済であることに
注意して ください )

すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[8]. ハード  フォルトは、2 つのシステム呼び出しが同時に発生
し、 最初のシステム呼び出しが 0 以外のコンテキスト を継承
する場合に発生

すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1

[9]. 許容される温度範囲は 0°C ～ 85°C すべて Rev. *A シリ コン チップ修正は次のレビ
ジ ョ ンで計画済。 現在のサンプル
出荷は 2018 年 Q1
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■ 影響の範囲

降圧レギュレータを使用すると、 消費電力は 2.7V より大きい時に増えます。

■ 回避方法

なし

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

2. UDB ディープスリープ後の状態保持

■ 問題の定義

UDB 回路から駆動される GPIO はディープスリープからウェイクアップした後に状態保持できない場合があります。

■ 影響を受けるパラメーター

UDB により駆動される場合の GPIO 状態

■ ト リガー条件

該当なし

■ 影響の範囲

ディープ スリープからのウェイクアップ後、 UDB ロジックによって制御される出力に対し、 誤ったロジック状態が一時的に
発生することがあります。

■ 回避方法

なし

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

3. 116 BGA: HBM ESD 定格値

■ 問題の定義

116 BGA パッケージでの HBM ESD 定格値は 1600V ( 仕様では 2200V) です。

■ 影響を受けるパラメーター

116 BGA パッケージでの HBM ESD 定格値

■ ト リガー条件

該当なし

■ 影響の範囲

2000V の HBM 仕様は 116 BGA パッケージで達成できません。

■ 回避方法

なし

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

4. フラッシュ Read-While-Write (RWW) 機能は動作不可

■ 問題の定義

1 つのフラッシュ  セクタから読み出すと同時に他のセクタに書き込むことができません。

■ 影響を受けるパラメーター

該当なし

■ ト リガー条件
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フラッシュが書き込まれている時に、 フラッシュ  アドレスを読み出すこと。

■ 影響の範囲

RWW 機能を使用すると、 ハード  フォルトになります。

■ 回避方法

システム API 関数にはブロッキング呼び出しを行います。 DMA/ データワイヤ、 暗号化および SMIF (QSPI) ブロックはバス マ
スタであり、 これらがフラ ッシュにアクセスしている場合、 ブロッキング呼び出しの際にはこれらを無効にする必要がありま
す。 基本的に、 ブロッキング呼び出しが完了する前にフラ ッシュ  アクセスしてはいけません。 しかし、 回避方法として、 異な
る間隔でフラッシュ書き込み時間の約 80％でフラッシュへのアクセスを許可するパーシャル ブロッキングを使用することがで
きます。 詳細については、 サイプレスまでお問い合わせください。

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q2 に予定されま
す。

5. エミ ュレートの EEPROM セクタ  (32KB セクタ ) への書き込みが完了した後、 フラ ッシュ RWW 機能は 1ms ブロックする必要
がある

■ 問題の定義

32KB フラッシュ  セクタへの書き込みの開始から 1ms の間にフラッシュを読み出すことができません。

■ 影響を受けるパラメーター

該当なし

■ ト リガー条件

32KB フラッシュ  セクタへの書き込みの開始から 1ms の間に、 フラッシュ  アドレスを読み出すこと。

■ 影響の範囲

32KB フラッシュ  セクタへの書き込みの開始から 1ms 以内に、 フラッシュから読み出すと、 ハード  フォルトになります。

■ 回避方法

DMA/ データワイヤ、 暗号化および SMIF (QSPI) ブロックはバス マスタであり、 フラ ッシュにアクセスすると呼び出しが行わ
れてから 1ms の間無効にする必要があります。 基本的に、 32KB セクタへの書き込みが開始されてから 1ms の間、 フラッシュ
アクセスしてはいけません。 この回避策では、 32KB フラッシュ  セクタにペアリング情報を書き込む場合、BLE 接続を維持でき
ます。

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

6. 監視フラッシュでのブート  フラ ッシュ  コードの CMAC ベースの認証はなりすましができる

■ 問題の定義

CMAC はブート  フラ ッシュの真正性を検証するために使用されますが、 AES キーは表示され、 メ ッセージ認証の完全性は損な
われます。

■ 影響を受けるパラメーター

該当なし

■ ト リガー条件

該当なし

■ 影響の範囲

AES キーは SROM に格納され、 通常のライフ  サイクル ステージ モードにある部品で読み出すことができます。 これは、 キー
を使用しないセキュア ハッシュ認証 (SHA) 方式に置き換えられます。

■ 回避方法

なし

■ 修正状況
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シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

7. 保護コンテキスト  (PC) は、 クライアン トの PC を継承するシステム呼び出しでは正し く復元されない

■ 問題の定義

一部のシステム呼び出しは、 クライアン トの保護コンテキスト  (PC) を継承できます。 PC は、 PC 0 の継承を除いて呼び出しの
完了時に復元されます。

■ 影響を受けるパラメーター

該当なし

■ ト リガー条件

該当なし

■ 影響の範囲

保護コンテキストが誤って変更され、 アクセスが失敗する可能性があります。

■ 回避方法

クライアン トの保護コンテキスト  (PC) を継承するシステム呼び出しでは、前回の保護コンテキストが PC0 の場合、PC_SAVED
を 0 に設定する必要があります。 CM0+ は保護コンテキスト 0 で使用する必要があります。

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

8. ハード  フォルトは、 2 つのシステム呼び出しが同時に発生し、 最初のシステム呼び出しが 0 以外のコンテキストを継承する場
合に発生

■ 問題の定義

2 つのシステム呼び出しが同時に行われた場合、 NMI ハンドラは 2 番目のシステム呼び出しをサービスしてから戻ります。最初
のシステム呼び出しが非ゼロの保護コンテキストを継承した場合、 2 番目の呼び出しは保護された領域にアクセスしよう とする
とハード  フォルトになります。

■ 影響を受けるパラメーター

該当なし

■ ト リガー条件

最初の呼び出しが非ゼロの保護コンテキストを継承するバックツーバック  システム呼び出し。

■ 影響の範囲

保護コンテキストが誤って変更され、 アクセスが失敗する可能性があります。

■ 回避方法

IPC チャネルを使用し、 次の呼び出しを行う前に最初のシステム呼び出しが完了していることを確認します。

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

9. 許容される温度範囲は 0°C ～ 85°C 

■ 問題の定義

機能は 0°C 以下で保証されません。

■ 影響を受けるパラメーター

該当なし

■ ト リガー条件

該当なし

■ 影響の範囲
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該当なし

■ 回避方法

なし

■ 修正状況

シリコン チップおよび／またはファームウェアの修正は、 このエラーがデータシートから削除される 2018 年 Q1 に予定されま
す。

以下のエラッ タ項目は PS0C6XX-ES3 ファ ミ リ  デバイスに適用されます。

エラッ タ項目の詳細な説明は、 前のセクシ ョ ンとまった く同じです。

項目 CY8C6XX シリコン チップ 
レビジ ョ ン 修正状況

[4]. フラ ッシュ Read-While-Write (RWW) 
機能は動作不可

すべて Rev. *B 進行中。 解決策は 2018 年 Q2 に計画済
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改訂履歴

文書名 : PSoC® 6 MCU: BLE 接続を備えた PSoC 63 データシート、 プログラマブル システムオンチップ (PSoC®)
文書番号 : 002-18449

版 ECN 変更者 発行日 変更内容

** 5846784 IYM 08/08/2017 これは英語版 002-18787 Rev ** を翻訳した日本語版 002-20406 Rev. ** です。

*A 6082451 SSAS 03/09/2018 これは英語版 002-18787 Rev. *D を翻訳した日本語版 002-20406 Rev. *A です。

*B 6214778 HZEN 07/13/2018 これは英語版 002-18787 Rev. *E を翻訳した日本語版 002-20406 Rev. *B です。
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ライセンスを一切許諾しない。本ソフ トウェアにライセンス契約書が伴っておらず , かつ Cypress との間で別途本ソフ トウェアの使用方法を定める書面による合意がない場合 , Cypress は , (1) 本ソフ

トウェアの著作権に基づき ,  (a) ソースコード形式で提供されている本ソフ トウェアについて , Cypress ハードウェア製品と共に用いるためにのみ , かつ組織内部でのみ , 本ソフ トウェアの修正及び複

製を行う こと , 並びに (b) Cypressのハードウェア製品ユニッ トに用いるためにのみ ,  (直接又は再販売者及び販売代理店を介して間接のいずれかで ) 本ソフ トウェアをバイナリーコード形式で外部エ

ンドユーザーに配布すること , 並びに (2) 本ソフ トウェア (Cypress により提供され , 修正がなされていないもの ) が抵触する Cypress の特許権のクレームに基づき , Cypress ハードウェア製品と共に

用いるためにのみ , 本ソフ トウェアの作成 , 利用 , 配布及び輸入を行う ことについての非独占的で譲渡不能な一身専属的ライセンス ( サブライセンスの権利を除く ) を付与する。 本ソフ トウェアのそ

の他の使用 , 複製 , 修正 , 変換又はコンパイルを禁止する。

適用される法律により許される範囲内で , Cypress は , 本書面又はいかなる本ソフ トウェア若し くはこれに伴うハードウェアに関しても , 明示又は黙示をとわず , いかなる保証 ( 商品性及び特定の目

的への適合性の黙示の保証を含むがこれらに限られない ) も行わない。 いかなるコンピューテ ィ ングデバイスも絶対に安全という ことはない。 従って , Cypress のハードウェアまたはソフ トウェア製

品に講じられたセキュリテ ィ対策にもかかわらず , Cypress は , Cypress 製品への権限のないアクセスまたは使用といったセキュリテ ィ違反から生じる一切の責任を負わない。 加えて , 本書面に記載

された製品には , エラッ タ と呼ばれる設計上の欠陥またはエラーが含まれている可能性があり , 公表された仕様とは異なる動作をする場合がある。 適用される法律により許される範囲内で , Cypress
は , 別途通知することな く , 本書面を変更する権利を留保する。 Cypress は , 本書面に記載のある , いかなる製品若し くは回路の適用又は使用から生じる一切の責任を負わない。 本書面で提供された

あらゆる情報 ( あらゆるサンプルデザイン情報又はプログラムコードを含む ) は , 参照目的のためのみに提供されたものである。 この情報で構成するあらゆるアプリケーシ ョ ン及びその結果としての

あらゆる製品の機能性及び安全性を適切に設計 , プログラム , かつテストすることは , 本書面のユーザーの責任において行われるものとする。 Cypress 製品は , 兵器 , 兵器システム , 原子力施設 , 生命

維持装置若し くは生命維持システム , 蘇生用の設備及び外科的移植を含むその他の医療機器若し くは医療システム , 汚染管理若し くは有害物質管理の運用のために設計され若し くは意図されたシステ

ムの重要な構成部分としての使用 , 又は装置若し くはシステムの不具合が人身傷害 , 死亡若し くは物的損害を生じ させるようなその他の使用 ( 以下 「本目的外使用」 という。 ) のためには設計 , 意図又

は承認されていない。重要な構成部分とは , それの不具合が装置若し くはシステムの不具合を生じ させるか又はその安全性若し くは実効性に影響すると合理的に予想できるような装置若し くはシステ

ムのあらゆる構成部分をいう。 Cypress 製品のあらゆる本目的外使用から生じ , 若し くは本目的外使用に関連するいかなる請求 , 損害又はその他の責任についても , Cypress はその全部又は一部をと

わず一切の責任を負わず , かつ Cypress はそれら一切から本書により免除される。 Cypress は Cypress 製品の本目的外使用から生じ又は本目的外使用に関連するあらゆる請求 , 費用 , 損害及びその他

の責任 ( 人身傷害又は死亡に基づ く請求を含む ) から免責補償される。

Cypress, Cypress のロゴ , Spansion, Spansion のロゴ及びこれらの組み合わせ , WICED, PSoC, CapsSense, EZ-USB, F-RAM, 及び Traveo は , 米国及びその他の国における Cypress の商標又は登録

商標である。 Cypress のより完全な商標のリス トは , cypress.com を参照すること。 その他の名称及びブランドは , それぞれの権利者の財産として権利主張がなされている可能性がある。

セールス、 ソリューシ ョ ンおよび法律情報

ワールドワイ ド販売と設計サポート

サイプレスは、 事業所、 ソリューシ ョ ン センター、 メーカー代理店および販売代理店の世界的なネッ トワークを保持しています。
お客様の最寄りのオフ ィスについては、 サイプレスのロケーシ ョ ン ページをご覧く ださい。

製品

Arm® Cortex® マイクロコン ト ローラー cypress.com/arm

車載向け cypress.com/automotive

クロック  & バッファ cypress.com/clocks

インターフェース cypress.com/interface

モノのインターネッ ト  (IoT) cypress.com/iot

メモリ cypress.com/memory

マイクロコン ト ローラー cypress.com/mcu

PSoC cypress.com/psoc

パワー マネージメン ト IC cypress.com/pmic

タ ッチ センシング cypress.com/touch

USB コン ト ローラー cypress.com/usb

ワイヤレス接続 cypress.com/wireless

PSoC® ソリューシ ョ ン

PSoC 1 | PSoC 3 | PSoC 4 | PSoC 5LP | PSoC 6 MCU

サイプレス開発者コ ミ ュニテ ィ

コ ミ ュニティ  | プロジェク ト  | ビデオ | ブログ | ト レーニング | 
コンポーネン ト

テクニカル サポート

cypress.com/support
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